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Ⅰ 調査の概要 

 

１）調査の目的 

本調査は、高齢者の日常生活の実態や健康状態、介護保険制度に対する意見・要望等を把握

し、「第 11期ほほえみプラン 21（第 11期焼津市高齢者保健福祉計画、第 10期焼津市介護保

険事業計画・認知症施策推進計画）」策定の基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

２）調査の設計 

 ①高齢者の生活と意識に関する 

アンケート調査 
②在宅介護実態調査 

調査地域 焼津市内 

調査対象 
要支援認定者・事業対象者を含む 
65歳以上の高齢者（以下、一般） 

在宅要介護認定者（以下、要介護） 

標本数 1,400人 700人 

調査方法 郵送配布－郵送・インターネット回答 郵送配布－郵送回答 

調査期間 令和７年 12月３日～令和７年 12月 22日 

 

３）回収状況 

 ①高齢者の生活と意識に関する 

アンケート調査 
②在宅介護実態調査 

配布数 一般：1,400 要介護：700 

有効回収数 一般：1,088 要介護：404 

有効回収率 一般：77.7％ 要介護：57.7％ 

＊有効回収数：回収数のうち白票・無効票・施設入居者などを除いた数 

 

４）注意事項 

※回答率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出し、小数第２位を四捨五入してい

ます。したがって、比率の数値の合計が 100.0％にならない場合があります。 

※複数回答可の設問は、すべての比率を合計すると 100.0％を超える場合があります。 

※グラフ中の「ｎ（Ｎｕｍｂｅｒ ｏｆ ｃａｓｅの略）」は基数で、その質問に回答すべき人数

を表しています。 

※経年比較のグラフに対するコメントは、5.0ポイント以上の変化がある回答についてのみ掲

載しています。 
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Ⅱ 調査の結果（高齢者の生活と意識に関するアンケート調査） 

１．回答者自身について 

■ 性別 

 

 
 

性別については、「男性」が 37.1％、「女性」が 62.4％となっています。 

 

 

■ 年齢 

 

 
 

年齢については、「65～69歳」が 12.9％、「70～74歳」が 22.2％、「75～79歳」が 25.6％、

「80～84歳」が 21.8％、「85歳以上」が 17.0％となっています。 

 

 

 

全　体 ｎ＝1,088 37.1 62.4 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

全　体 ｎ＝1,088 12.9 22.2 25.6 21.8 17.0 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳

80歳～84歳 85歳以上 無回答
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■ 居住地区 

 

 
 

居住地区については、「北部地区」が 25.6％、「中部地区」が 23.0％、「南部地区」が

29.9％、「大井川地区」が 21.4％となっています。 

 

■ 現在の要支援認定の状況 

 

 
 

※ 総合事業対象者：要支援認定は受けていないが、生活機能の低下がみられる方で、通所・訪問サービスの利用

対象になっている方 

 

現在の要支援認定の状況については、「要支援認定は受けていない」が 49.8％、「要支援１」

が 23.8％、「要支援２」が 22.1％、「総合事業対象者」が 3.9％となっています。 

 

■ この調査票を記入されたのはどなたですか（１つに○） 

 

 
 

調査票の記入者については、「あて名のご本人が記入」が 83.9％、「ご家族が記入」が 6.5％、

「その他」が 0.2％となっています。 

全　体 ｎ＝1,088 25.6 23.0 29.9 21.4 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北部地区 中部地区 南部地区 大井川地区 無回答

全　体 ｎ＝1,088 49.8 23.8 22.1 3.9 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援認定は受けていない 要支援１ 要支援２ 総合事業対象者 無回答

全　体 ｎ＝1,088 83.9 
6.5 

0.2 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あて名のご本人が記入 ご家族が記入 その他 無回答
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問４ 家族構成を教えてください（１つに○） 

 

 
 

家族構成については、「息子・娘との２世帯」が 38.1％と最も多く、次いで「夫婦２人暮ら

し（配偶者 65歳以上）」が 28.3％、「ひとり暮らし」が 21.7％などとなっています。 

性別でみると、「息子・娘との２世帯」が男性において 35.6％、女性においては 39.9％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「息子・娘との２世帯」が前期高齢者において 35.1％、後期高齢者におい

ては 40.1％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「息子・娘との２世帯」が認定なしにおいて 41.7％、認定ありにお

いては 34.9％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

全　体

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

21.7 

18.8 

23.4 

17.5 

24.0 

15.3 

28.1 

28.3 

31.9 

25.8 

31.7 

26.1 

29.7 

26.4 

1.5 

3.0 

0.6 

3.4 

0.4 

2.0 

0.9 

38.1 

35.6 

39.9 

35.1 

40.1 

41.7 

34.9 

7.7 

8.9 

7.1 

10.2 

6.4 

9.8 

5.7 

2.7 

1.7 

3.2 

2.1 

3.0 

1.5 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし

夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）

息子・娘との２世帯

その他

無回答
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問５ あなたのお住まいの状況はどれですか（１つに○） 

 

 
 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

住まいの状況については、「持ち家（一戸建て）」が 89.3％と最も多く、次いで「民間賃貸

マンション・アパート」が 4.3％、「持ち家（マンション）」が 2.0％などとなっています。 

性別でみると、「持ち家（一戸建て）」が男性において 88.4％、女性においては 90.0％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「持ち家（一戸建て）」が前期高齢者において 89.0％、後期高齢者におい

ては 89.6％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「持ち家（一戸建て）」が認定なしにおいて 92.6％、認定ありにお

いては 86.1％と最も多くなっています。 

（%）

持ち家（一戸建て）

持ち家（マンション）

借家（一戸建て）

民間賃貸マンション・アパート

公営住宅

社宅・官舎

その他

無回答

89.3 

2.0 

1.1 

4.3 

1.4 

0.1 

0.4 

1.4 

0 20 40 60 80 100

全体 ｎ＝1,088

（%） （%） （%）

持ち家（一戸建て）

持ち家（マンション）

借家（一戸建て）

民間賃貸マンション・アパート

公営住宅

社宅・官舎

その他

無回答

性別 年代別 認定の有無別

88.4 

2.2 

2.0 

5.2 

0.5 

0.2 

0.2 

1.2 

90.0 

1.8 

0.6 

3.8 

1.9 

0.0 

0.4 

1.5 

0 50 100

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

89.0 

1.3 

0.8 

5.5 

1.0 

0.3 

0.8 

1.3 

89.6 

2.3 

1.3 

3.7 

1.6 

0.0 

0.1 

1.4 

0 50 100

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

92.6 

1.7 

1.1 

2.8 

0.6 

0.2 

0.2 

0.9 

86.1 

2.2 

1.1 

5.9 

2.2 

0.0 

0.6 

1.8 

0 50 100

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問６ あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか（１つに○） 

 

 

※ 介護認定を受けずに家族などの介護を受けている場合も含む 

 

普段の生活での介護・介助の有無については、「介護・介助は必要ない」が 63.6％、「何ら

かの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 15.0％、「現在、何らかの介護を受けて

いる」が 18.0％となっています。 

令和４年度と比較すると、「介護・介助は必要ない」が 5.2ポイント増加しています。 

性別でみると、「介護・介助は必要ない」が男性において 72.8％、女性においては 58.0％と

最も多くなっています。 

年代別でみても、「介護・介助は必要ない」が前期高齢者において 79.1％、後期高齢者にお

いては 55.1％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「介護・介助は必要ない」が 93.2％、認定あり

においては「現在、何らかの介護を受けている」が 34.4％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

63.6 

58.4 

72.8 

58.0 

79.1 

55.1 

93.2 

33.8 

15.0 

17.1 

12.1 

16.6 

8.4 

18.5 

4.1 

25.9 

18.0 

21.5 

13.9 

20.6 

10.5 

22.3 

1.8 

34.4 

3.4 

3.0 

1.2 

4.7 

2.1 

4.1 

0.9 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答

※
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問７ 現在の暮らしの状況を経済的にみて、どう感じていますか（１つに○） 

 

 
 

現在の経済的な暮らしの状況については、「ふつう」が 56.8％と最も多く、次いで「やや苦

しい」が 27.8％、「大変苦しい」が 9.6％などとなっています。また、『苦しい』（「大変苦し

い」＋「やや苦しい」）は 37.4％、『ゆとりがある』（「ややゆとりがある」＋「大変ゆとりが

ある」）は 3.8％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「ふつう」が男性において52.7％、女性においては59.2％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「ふつう」が前期高齢者において 54.5％、後期高齢者においては 58.1％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「ふつう」が認定なしにおいて 60.9％、認定ありにおいては52.7％

と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

9.6 

9.2 

10.9 

8.8 

10.2 

9.3 

8.3 

10.9 

27.8 

24.1 

30.9 

25.9 

30.6 

26.2 

25.3 

30.3 

56.8 

61.0 

52.7 

59.2 

54.5 

58.1 

60.9 

52.7 

3.5 

3.6 

3.5 

3.5 

3.4 

3.6 

3.9 

3.1 

0.3 

0.5 

0.5 

0.1 

0.3 

0.3 

0.4 

0.2 

2.0 

1.6 

1.5 

2.4 

1.0 

2.6 

1.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変苦しい やや苦しい ふつう

ややゆとりがある 大変ゆとりがある 無回答
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２．からだを動かすことについて 

問８ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか（１つに○） 

 

 
 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇っているかについては、「できるし、している」が

41.4％、「できるけどしていない」が 17.6％、「できない」が 39.2％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、男性において「できるし、している」が 48.8％、女性においては「できな

い」が 46.2％と最も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「できるし、している」が 56.3％、後期高齢者にお

いては「できない」が 47.5％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「できるし、している」が 64.4％、認定ありに

おいては「できない」が 65.8％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

41.4 

38.2 

48.8 

36.8 

56.3 

33.1 

64.4 

18.1 

17.6 

18.0 

22.0 

15.0 

17.5 

17.7 

21.4 

13.9 

39.2 

42.0 

27.7 

46.2 

24.3 

47.5 

12.9 

65.8 

1.7 

1.7 

1.5 

1.9 

1.8 

1.7 

1.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問９ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか（１つに○） 

 

 
 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっているかについては、「できるし、して

いる」が 58.2％、「できるけどしていない」が 14.1％、「できない」が 26.4％となっています。 

令和４年度と比較すると、「できるし、している」が 6.2 ポイント増加し、「できない」が

5.7ポイント減少しています。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 63.9％、女性においては 54.8％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 74.1％、後期高齢者におい

ては 49.5％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「できるし、している」が 79.9％、認定ありに

おいては「できない」が 46.6％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

58.2 

52.0 

63.9 

54.8 

74.1 

49.5 

79.9 

36.4 

14.1 

14.1 

15.6 

13.0 

10.7 

15.7 

12.4 

15.5 

26.4 

32.1 

19.6 

30.6 

13.9 

33.4 

6.5 

46.6 

1.4 

1.8 

1.0 

1.6 

1.3 

1.4 

1.3 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問10 15分位続けて歩いていますか（１つに○） 

 

 
 

15 分位続けて歩いているかについては、「できるし、している」が 55.7％、「できるけどし

ていない」が 18.2％、「できない」が 24.5％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 57.7％、女性においては 54.3％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 65.2％、後期高齢者におい

ては 50.4％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「できるし、している」が 72.3％、認定ありに

おいては「できない」が 43.4％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

55.7 

51.5 

57.7 

54.3 

65.2 

50.4 

72.3 

38.8 

18.2 

19.3 

19.8 

17.2 

18.8 

17.8 

20.3 

16.1 

24.5 

27.1 

21.0 

26.8 

14.7 

30.1 

5.9 

43.4 

1.6 

2.1 

1.5 

1.6 

1.3 

1.7 

1.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問11 過去１年間に転んだ経験がありますか（１つに○） 

 

 
 

過去１年間における転んだ経験については、「何度もある」が 16.2％、「１度ある」が

26.4％、「ない」が 56.0％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「ない」が男性において 59.2％、女性においては 54.2％と最も多くなってい

ます。 

年代別でみても、「ない」が前期高齢者において60.7％、後期高齢者においては 53.5％と最

も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「ない」が認定なしにおいて 68.8％、認定ありにおいては 43.3％と

最も多くなっています。、 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

16.2 

19.7 

16.8 

15.9 

14.7 

17.1 

8.1 

24.4 

26.4 

25.7 

23.0 

28.1 

23.3 

27.8 

21.6 

30.9 

56.0 

53.2 

59.2 

54.2 

60.7 

53.5 

68.8 

43.3 

1.5 

1.4 

1.0 

1.8 

1.3 

1.6 

1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もある １度ある ない 無回答
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問12 転倒に対する不安は大きいですか（１つに○） 

 

 
 

転倒に対する不安は大きいかについては、「やや不安である」が 40.6％と最も多く、次いで

「とても不安である」が 30.7％、「あまり不安でない」が 15.9％となっています。また、『不

安である』（「とても不安である」＋「やや不安である」）は 71.3％、『不安でない』（「あまり

不安でない」＋「不安でない」）は 27.3％となっています。 

令和４年度と比較すると、「とても不安である」が 5.0ポイント減少しています。 

性別でみると、「やや不安である」が男性において 42.1％、女性においては 39.6％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「やや不安である」が前期高齢者において 41.1％、後期高齢者においては

40.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「やや不安である」が 38.6％、認定ありにおい

ては「とても不安である」が 48.1％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

30.7 

35.7 

17.3 

38.7 

19.1 

37.1 

13.5 

48.1 

40.6 

39.9 

42.1 

39.6 

41.1 

40.2 

38.6 

42.5 

15.9 

17.1 

22.0 

12.4 

22.5 

12.4 

26.0 

5.9 

11.4 

6.7 

17.3 

7.8 

16.0 

8.8 

21.0 

1.7 

1.4 

0.7 

1.2 

1.5 

1.3 

1.4 

0.9 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても不安である やや不安である

あまり不安でない 不安でない

無回答
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問13 週に１回以上は外出していますか（１つに○） 

 

 
 

週に１回以上は外出しているかについては、「週２～４回外出している」が 44.7％と最も多

く、次いで「週５回以上外出している」が 28.3％、「週１回外出している」が 17.4％などと

なっています。 

令和４年度と比較すると、「週５回以上外出している」が 5.3ポイント増加しています。 

性別でみると、男性において「週２～４回外出している」「週５回以上外出している」がと

もに 39.9％、女性においては「週２～４回外出している」が 47.3％と最も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「週５回以上外出している」が 41.6％、後期高齢者

においては「週２～４回外出している」が 46.5％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「週５回以上外出している」が 44.6％、認定あ

りにおいては「週２～４回外出している」が 50.6％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

7.8 

11.2 

5.9 

9.0 

3.9 

10.0 

3.9 

11.8 

17.4 

18.8 

13.1 

20.0 

12.8 

20.0 

12.2 

22.7 

44.7 

45.6 

39.9 

47.3 

40.8 

46.5 

38.4 

50.6 

28.3 

23.0 

39.9 

21.5 

41.6 

21.1 

44.6 

12.0 

1.8 

1.5 

1.2 

2.2 

0.8 

2.4 

0.9 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど外出しない 週１回外出している

週２～４回外出している 週５回以上外出している

無回答
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問14 昨年と比べて外出の回数が減っていますか（１つに○） 

 

 
 

昨年と比べて外出の回数が減っているかについては、「減っている」が 30.6％と最も多く、

次いで「減っていない」が 30.4％、「あまり減っていない」が 28.4％などとなっています。

また、『減っている』（「とても減っている」＋「減っている」）は 39.3％、『減っていない』

（「あまり減っていない」＋「減っていない」）は 58.8％となっています。 

令和４年度と比較すると、『減っていない』が 6.3ポイント増加しています。 

性別でみると、男性において「減っていない」が 40.3％、女性においては「減っている」

が 34.3％と最も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「減っていない」が 42.1％、後期高齢者においては

「減っている」が 35.8％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「減っていない」が 45.4％、認定ありにおいて

は「減っている」が 42.1％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

8.7 

11.7 

6.4 

10.2 

5.5 

10.6 

4.4 

13.1 

30.6 

34.1 

24.0 

34.3 

20.7 

35.8 

18.8 

42.1 

28.4 

33.2 

27.7 

28.9 

29.6 

27.8 

30.1 

26.8 

30.4 

19.3 

40.3 

24.6 

42.1 

24.1 

45.4 

15.5 

1.8 

1.6 

1.5 

2.1 

2.1 

1.7 

1.3 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても減っている 減っている

あまり減っていない 減っていない

無回答
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問15 日頃、外出する際の主な手段は何ですか（いくつでも○） 

 

 
 

※１ 「歩行器・シルバーカー」は令和４年度のみ 

※２ 「デマンドタクシー（「くるりん号」等）」は令和７年度のみ 

 

日頃、外出する際の主な手段については、「自動車（自分で運転）」が 47.8％と最も多く、

次いで「徒歩」が 38.9％、「自動車（人に乗せてもらう）」が 36.8％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「自動車（自分で運転）」「徒歩」「自動車（人に乗せてもらう）」

等７項目が６ポイント以上増加しています。 

（%）

自動車（自分で運転）

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

タクシー

自転車

病院や施設のバス・送迎車

路線バス・自主運行バス

歩行器・シルバーカー※１

バイク

電動シニアカー

車いす

デマンドタクシー（「くるりん号」等）※２

その他

無回答

47.8 

38.9 

36.8 

18.5 

18.3 

9.4 

8.2 

2.6 

1.2 

0.9 

0.6 

1.3 

1.0 

37.8 

9.6 

23.3 

8.1 

9.9 

2.0 

1.5 

4.2 

1.7 

0.6 

0.4 

0.4 

0.6 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、男性において「自動車（自分で運転）」が 66.3％、女性においては「自動車

（人に乗せてもらう）」が 45.5％と最も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「自動車（自分で運転）」が 70.4％、後期高齢者にお

いては「自動車（人に乗せてもらう）」が 42.8％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「自動車（自分で運転）」が 71.2％、認定ありに

おいては「自動車（人に乗せてもらう）」が 51.9％と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

自動車（自分で運転）

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

タクシー

自転車

病院や施設のバス・送迎車

路線バス・自主運行バス

バイク

電動シニアカー

車いす

デマンドタクシー（「くるりん
号」等）

その他

無回答

性別 年代別 認定の有無別

66.3 

42.6 

22.0 

10.1 

24.3 

5.2 

5.2 

4.7 

0.7 

0.5 

0.2 

1.2 

0.7 

37.0 

36.8 

45.5 

23.6 

14.4 

11.9 

10.0 

1.2 

1.5 

1.2 

0.7 

1.3 

1.2 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

70.4 

38.7 

25.7 

5.5 

21.5 

5.8 

4.7 

3.7 

0.5 

0.8 

0.0 

1.3 

0.8 

35.7 

39.1 

42.8 

25.7 

16.3 

11.4 

10.1 

1.9 

1.6 

1.0 

0.9 

1.3 

1.1 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

71.2 

43.5 

21.6 

5.4 

25.5 

0.4 

5.9 

4.2 

0.2 

0.2 

0.4 

0.9 

0.9 

24.6 

34.4 

51.9 

31.8 

10.7 

18.5 

10.5 

0.7 

2.2 

1.7 

0.7 

1.7 

1.1 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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３．食べることについて 

問16 身長・体重 (数字で記入) 

① 身長 

 

 
 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

身長については、上図の通りとなっています。 

身長の平均は、男性が 165.4cm、女性が 150.6cm、前期高齢者が 159.6cm、後期高齢者が

154.3cm、認定なしが 158.7cm、認定ありが 153.6cmとなっています。 

（%）

149cm以下

150～154cm

155～159cm

160～164cm

165～169cm

170～174cm

175～179cm

180cm以上

無回答

24.6 

20.3 

15.9 

13.8 

13.0 

7.2 

1.7 

0.4 

3.1 

0 10 20 30 40

全体 ｎ＝1,088

（%） （%） （%）

149cm以下

150～154cm

155～159cm

160～164cm

165～169cm

170～174cm

175～179cm

180cm以上

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.0 

3.0 

12.1 

26.2 

32.2 

19.1 

4.7 

1.0 

1.7 

39.3 

30.5 

18.3 

6.3 

1.5 

0.1 

0.0 

0.0 

4.0 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

11.8 

18.8 

19.6 

14.7 

17.5 

11.8 

2.9 

0.8 

2.1 

31.7 

21.0 

14.0 

13.3 

10.4 

4.7 

1.1 

0.1 

3.7 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

15.5 

18.8 

18.1 

14.6 

17.2 

10.3 

2.4 

0.7 

2.4 

33.8 

21.6 

13.9 

12.9 

8.7 

4.1 

1.1 

0.0 

3.9 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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② 体重 

 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

体重については、上図の通りとなっています。 

体重の平均は、男性が 62.7kg、女性が 50.0kg、前期高齢者が 58.3kg、後期高齢者が 52.9kg、

認定なしが 56.4kg、認定ありが 53.2kgとなっています。 

（%）

39kg以下

40～44kg

45～49kg

50～54kg

55～59kg

60～64kg

65～69kg

70kg以上

無回答

5.4 

13.6 

14.7 

17.6 

13.7 

11.7 

8.8 

11.6 

2.9 

0 10 20 30 40

全体 ｎ＝1,088

（%） （%） （%）

39kg以下

40～44kg

45～49kg

50～54kg

55～59kg

60～64kg

65～69kg

70kg以上

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.0 

2.7 

4.7 

14.9 

14.6 

19.1 

15.8 

26.0 

2.2 

8.7 

19.9 

20.6 

19.1 

13.3 

7.2 

4.7 

3.1 

3.4 

0 20 40

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

2.9 

8.9 

12.6 

16.0 

13.4 

13.4 

12.0 

18.6 

2.4 

6.8 

16.0 

15.8 

18.4 

14.0 

10.7 

7.1 

7.8 

3.3 

0 20 40

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

2.8 

12.0 

14.2 

18.6 

12.7 

11.6 

11.6 

14.0 

2.4 

8.1 

15.0 

15.2 

16.5 

14.8 

11.6 

6.1 

9.2 

3.5 

0 20 40

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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③ ＢＭＩ 

 

 

 

ＢＭＩについては、「低体重（18.5 未満）」が 13.6％、「普通体重（18.5～25.0 未満）」が

62.0％、「肥満（25.0以上）」が 20.7％となっています。 

ＢＭＩの平均は、男性が 22.9、女性が 22.1、前期高齢者が 22.8、後期高齢者が 22.2、認定

なしが 22.3、認定ありが 22.6となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「普通体重（18.5～25.0 未満）」が男性において 64.4％、女性においては

60.7％と最も多くなっています。 

年代別でみても、「普通体重（18.5～25.0 未満）」が前期高齢者において 63.6％、後期高齢

者においては 61.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「普通体重（18.5～25.0 未満）」が認定なしにおいて 67.9％、認定

ありにおいては 56.2％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

13.6 

13.5 

8.7 

16.3 

10.5 

15.1 

11.4 

15.5 

62.0 

63.2 

64.4 

60.7 

63.6 

61.2 

67.9 

56.2 

20.7 

18.0 

24.5 

18.6 

23.3 

19.4 

17.9 

23.7 

3.7 

5.2 

2.5 

4.4 

2.6 

4.3 

2.8 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低体重（18.5未満） 普通体重（18.5～25.0未満）

肥満（25.0以上） 無回答
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問17 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか（１つに○） 

 

 
 

半年前に比べて固いものが食べにくくなったかについては、「はい」が 41.5％、「いいえ」

が 57.0％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「いいえ」が男性において58.2％、女性においては56.3％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「いいえ」が前期高齢者において 67.8％、後期高齢者においては 51.1％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「いいえ」が 69.9％、認定ありにおいては「は

い」が 54.2％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

41.5 

44.4 

40.3 

42.1 

30.6 

47.4 

28.8 

54.2 

57.0 

54.1 

58.2 

56.3 

67.8 

51.1 

69.9 

44.0 

1.6 

1.5 

1.5 

1.6 

1.6 

1.6 

1.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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問18 歯の数と入れ歯の利用状況を教えてください（１つに○） 

（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて32本です） 

 

歯の数と入れ歯の利用状況については、「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」が
36.9％と最も多く、次いで「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が 31.3％、「自分の
歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用」が 13.7％などとなっています。また、『自分の歯は 20本

以上』（「自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯を利用」＋「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用
なし」）は 45.0％、『自分の歯は 19 本以下』（「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」＋
「自分の歯は 19 本以下、入れ歯の利用なし」）は 49.7％、『入れ歯を利用』（「自分の歯は 20
本以上、かつ入れ歯を利用」＋「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」）は 50.6％、『入
れ歯の利用なし』（「自分の歯は 20本以上、入れ歯の利用なし」＋「自分の歯は 19本以下、入
れ歯の利用なし」）は 44.1％となっています。 

令和４年度と比較すると、『自分の歯は 20 本以上』『入れ歯の利用なし』が５ポイント以上
増加しています。 
性別でみると、「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」が男性において 36.9％、女性
においては 36.5％と最も多くなっています。 
年代別でみると、前期高齢者において「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が

44.5％、後期高齢者においては「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」が 42.5％と最も

多くなっています。 
認定の有無別でみると、認定なしにおいて「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が

39.3％、認定ありにおいては「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」が 42.3％と最も多
くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

13.7 

13.7 

14.1 

13.5 

11.5 

15.0 

14.9 

12.6 

31.3 

25.3 

30.4 

32.0 

44.5 

24.3 

39.3 

23.5 

36.9 

44.9 

36.9 

36.5 

25.9 

42.5 

31.0 

42.3 

12.8 

11.9 

14.1 

12.1 

14.9 

11.7 

10.5 

15.2 

5.4 

4.2 

4.5 

5.9 

3.1 

6.6 

4.2 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答
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問19 どなたかと食事をともにする機会はありますか（１つに○）  

 

 
 

誰かと食事をともにする機会の有無については、「毎日ある」が 51.8％と最も多く、次いで

「月に何度かある」が 14.3％、「年に何度かある」が 11.3％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「毎日ある」が男性において 52.7％、女性においては 51.4％と最も多くなっ

ています。 

年代別でみても、「毎日ある」が前期高齢者において 64.9％、後期高齢者においては44.8％

と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「毎日ある」が認定なしにおいて 59.8％、認定ありにおいては

44.0％と最も多くなっています。 

 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

51.8 

51.5 

52.7 

51.4 

64.9 

44.8 

59.8 

44.0 

7.6 

9.3 

6.9 

8.1 

6.3 

8.4 

5.9 

9.4 

14.3 

13.8 

8.2 

18.0 

8.9 

17.3 

12.4 

16.3 

11.3 

11.5 

11.4 

11.0 

7.6 

13.1 

10.0 

12.4 

10.8 

12.3 

16.1 

7.7 

9.7 

11.4 

8.1 

13.5 

4.1 

1.6 

4.7 

3.8 

2.6 

5.0 

3.9 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある

年に何度かある ほとんどない 無回答
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４．毎日の生活について 

問20 物忘れが多いと感じますか。（１つに○） 

 

 

 

物忘れが多いと感じるかについては、「はい」が 49.4％、「いいえ」が 46.8％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、男性において「いいえ」が 48.3％、女性においては「はい」が 49.9％と最

も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「いいえ」が 56.8％、後期高齢者においては「はい」

が 54.5％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「いいえ」が 53.9％、認定ありにおいては「は

い」が 56.4％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

49.4 

49.4 

48.0 

49.9 

39.5 

54.5 

42.1 

56.4 

46.8 

48.7 

48.3 

46.1 

56.8 

41.5 

53.9 

39.9 

3.9 

1.9 

3.7 

4.0 

3.7 

4.0 

4.1 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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問21 バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可）（１つに○） 

 

 
 

バスや電車を使って１人で外出しているかについては、「できるし、している」が 56.3％、

「できるけどしていない」が 20.2％、「できない」が 20.4％となっています。 

令和４年度と比較すると、「できるし、している」が 5.2 ポイント増加し、「できない」が

7.0ポイント減少しています。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 64.6％、女性においては 51.4％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 70.9％、後期高齢者におい

ては 48.4％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「できるし、している」が認定なしにおいて 74.7％、認定ありにお

いては 37.9％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

56.3 

51.1 

64.6 

51.4 

70.9 

48.4 

74.7 

37.9 

20.2 

20.6 

20.3 

20.0 

17.0 

21.8 

18.6 

21.6 

20.4 

27.4 

11.4 

25.9 

9.7 

26.4 

3.9 

37.2 

3.1 

0.9 

3.7 

2.7 

2.4 

3.4 

2.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問22 自分で食品・日用品の買物をしていますか（１つに○） 

 

 
 

自分で食品・日用品の買物をしているかについては、「できるし、している」が 71.8％、

「できるけどしていない」が 14.6％、「できない」が 11.0％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 67.1％、女性においては 74.4％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 81.7％、後期高齢者におい

ては 66.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「できるし、している」が認定なしにおいて 83.6％、認定ありにお

いては 59.7％と最も多くなっています。 

 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

71.8 

67.5 

67.1 

74.4 

81.7 

66.2 

83.6 

59.7 

14.6 

16.0 

21.3 

10.8 

11.0 

16.7 

12.0 

17.4 

11.0 

15.6 

9.2 

12.2 

5.2 

14.3 

1.7 

20.5 

2.6 

0.9 

2.5 

2.7 

2.1 

2.9 

2.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問23 自分で食事の用意をしていますか（１つに○） 

 

 
 

自分で食事の用意をしているかについては、「できるし、している」が 66.5％、「できるけ

どしていない」が 18.7％、「できない」が 12.3％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 40.8％、女性においては 81.6％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 71.2％、後期高齢者におい

ては 63.8％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「できるし、している」が認定なしにおいて 69.7％、認定ありにお

いては 63.0％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

66.5 

63.3 

40.8 

81.6 

71.2 

63.8 

69.7 

63.0 

18.7 

20.3 

37.1 

7.8 

17.5 

19.4 

22.0 

15.5 

12.3 

15.5 

19.6 

8.1 

9.2 

14.1 

5.7 

19.0 

2.5 

0.9 

2.5 

2.5 

2.1 

2.7 

2.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問24 自分で請求書の支払いをしていますか（１つに○） 

 

 
 

自分で請求書の支払いをしているかについては、「できるし、している」が 75.2％、「でき

るけどしていない」が 13.6％、「できない」が 8.5％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 66.6％、女性においては 80.3％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 80.6％、後期高齢者におい

ては 72.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「できるし、している」が認定なしにおいて 82.1％、認定ありにお

いては 68.2％と最も多くなっています。 

 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

75.2 

71.4 

66.6 

80.3 

80.6 

72.2 

82.1 

68.2 

13.6 

16.6 

20.5 

9.4 

11.5 

14.7 

11.8 

15.3 

8.5 

10.3 

9.9 

7.7 

5.8 

10.0 

3.3 

13.7 

2.8 

1.7 

3.0 

2.7 

2.1 

3.1 

2.8 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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問25 自分で預貯金の出し入れをしていますか（１つに○） 

 

 
 

自分で預貯金の出し入れをしているかについては、「できるし、している」が 76.2％、「で

きるけどしていない」が 13.2％、「できない」が 8.1％となっています。 

令和４年度と比較すると、「できるし、している」が 5.2ポイント増加しています。 

性別でみると、「できるし、している」が男性において 67.8％、女性においては 81.1％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「できるし、している」が前期高齢者において 82.2％、後期高齢者におい

ては 72.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「できるし、している」が認定なしにおいて 82.8％、認定ありにお

いては 69.5％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

76.2 

71.0 

67.8 

81.1 

82.2 

72.9 

82.8 

69.5 

13.2 

17.2 

18.3 

10.2 

11.0 

14.4 

10.9 

15.5 

8.1 

11.1 

11.4 

6.2 

4.7 

10.0 

3.7 

12.6 

2.5 

0.8 

2.5 

2.5 

2.1 

2.7 

2.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるし、している できるけどしていない

できない 無回答
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５．地域での活動について 

問26 以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか。①～⑧のそ

れぞれに回答してください（○は①～⑧それぞれ１つ） 

 

≪① ボランティアのグループ≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

ボランティアのグループへの参加頻度については、「参加していない」が 65.8％と最も多く、

次いで「月１～３回」が 4.3％、「年に数回」が 3.5％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 15.0ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 73.3％、女性においては 61.7％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 77.7％、後期高齢者においては

59.6％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 67.0％、認定ありにおいて

は 65.1％と最も多くなっています。 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.4 

1.1 

1.6 

4.3 

3.5 

65.8 

23.3 

0.8 

1.3 

1.6 

6.2 

3.3 

80.8 

6.1 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.7 

1.2 

1.0 

2.5 

5.2 

73.3 

16.1 

0.1 

1.0 

1.9 

5.4 

2.4 

61.7 

27.4 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.3 

1.0 

2.4 

3.4 

5.0 

77.7 

10.2 

0.4 

1.1 

1.1 

4.9 

2.6 

59.6 

30.2 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.6 

1.5 

1.3 

6.3 

5.2 

67.0 

18.3 

0.2 

0.7 

1.8 

2.4 

1.7 

65.1 

28.1 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪② スポーツ関係のグループやクラブ≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

スポーツ関係のグループやクラブへの参加頻度については、「参加していない」が 61.7％と

最も多く、次いで「週２～３回」が 5.1％、「週１回」が 3.7％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 15.2ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 68.6％、女性においては 57.7％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 70.7％、後期高齢者においては

56.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 60.9％、認定ありにおいて

は 62.7％と最も多くなっています。 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

3.0 

5.1 

3.7 

2.7 

1.6 

61.7 

22.2 

3.8 

4.8 

3.6 

3.1 

1.7 

76.9 

6.1 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

2.2 

4.0 

3.0 

3.7 

3.5 

68.6 

15.1 

3.4 

5.9 

4.1 

2.1 

0.4 

57.7 

26.4 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

2.6 

6.0 

5.0 

3.7 

2.1 

70.7 

9.9 

3.1 

4.7 

3.0 

2.1 

1.3 

56.9 

28.8 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

4.2 

7.7 

4.2 

4.6 

1.8 

60.9 

16.4 

1.7 

2.6 

3.1 

0.7 

1.3 

62.7 

27.9 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪③ 趣味関係のグループ≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

趣味関係のグループへの参加頻度については、「参加していない」が 59.1％と最も多く、次

いで「月１～３回」が 9.4％、「週１回」が 3.6％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 13.2ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 68.1％、女性においては 54.1％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 68.6％、後期高齢者においては

54.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 59.4％、認定ありにおいて

は 59.1％と最も多くなっています。 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.6 

2.8 

3.6 

9.4 

3.5 

59.1 

21.0 

1.0 

3.3 

3.6 

10.0 

4.0 

72.3 

5.9 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.5 

2.2 

3.5 

6.7 

5.9 

68.1 

13.1 

0.7 

3.1 

3.7 

11.0 

1.9 

54.1 

25.5 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.3 

3.1 

5.0 

9.7 

4.7 

68.6 

8.6 

0.9 

2.6 

2.9 

9.3 

2.7 

54.2 

27.5 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.7 

3.3 

4.8 

12.9 

4.1 

59.4 

14.8 

0.6 

2.2 

2.4 

5.9 

2.8 

59.1 

27.0 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪④ 学習・教養サークル≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

学習・教養サークルへの参加頻度については、「参加していない」が 67.0％と最も多く、次

いで「月１～３回」が 3.6％、「年に数回」が 2.4％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 15.4ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 77.5％、女性においては 61.0％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 81.7％、後期高齢者においては

59.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 72.7％、認定ありにおいて

は 61.6％と最も多くなっています。 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.1 

1.1 

1.7 

3.6 

2.4 

67.0 

24.1 

0.0 

1.2 

1.1 

5.0 

3.1 

82.4 

7.2 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.2 

0.5 

1.0 

2.2 

2.5 

77.5 

16.1 

0.0 

1.3 

2.2 

4.4 

2.4 

61.0 

28.7 

0 50 100

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.0 

0.5 

1.0 

3.1 

3.7 

81.7 

9.9 

0.1 

1.3 

2.1 

3.9 

1.7 

59.2 

31.7 

0 50 100

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.2 

0.9 

1.3 

4.1 

3.1 

72.7 

17.7 

0.0 

1.1 

2.2 

3.1 

1.7 

61.6 

30.3 

0 50 100

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪⑤ 介護予防のための通いの場（居場所・ミニデイ・サロン・体操会場など）≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

介護予防のための通いの場（居場所・ミニデイ・サロン・体操会場など）への参加頻度に

ついては、「参加していない」が 58.6％と最も多く、次いで「週１回」が 8.7％、「週２～３

回」が 8.4％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 11.4ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 71.3％、女性においては 51.3％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 78.0％、後期高齢者においては

48.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 76.0％、認定ありにおいて

は 41.4％と最も多くなっています。 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

1.0 

8.4 

8.7 

3.5 

1.4 

58.6 

18.4 

0.9 

7.7 

11.5 

3.8 

1.6 

70.0 

4.5 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

1.2 

4.2 

5.9 

2.2 

0.5 

71.3 

14.6 

0.9 

10.9 

10.5 

4.3 

1.9 

51.3 

20.3 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.3 

4.7 

5.8 

1.0 

0.8 

78.0 

9.4 

1.4 

10.4 

10.4 

4.9 

1.7 

48.2 

23.0 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.6 

1.1 

1.5 

2.2 

0.9 

76.0 

17.7 

1.5 

15.7 

16.1 

4.8 

1.8 

41.4 

18.7 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪⑥ シニアクラブ≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

シニアクラブへの参加頻度については、「参加していない」が 71.3％と最も多く、次いで

「月１～３回」が 2.1％、「年に数回」が 1.5％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 15.3ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 79.5％、女性においては 66.7％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 87.2％、後期高齢者においては

62.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 77.5％、認定ありにおいて

は 65.4％と最も多くなっています。 

 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.2 

0.6 

0.4 

2.1 

1.5 

71.3 

23.9 

0.2 

0.5 

0.8 

2.8 

3.1 

86.6 

6.0 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.0 

0.5 

0.5 

1.7 

1.7 

79.5 

16.1 

0.3 

0.7 

0.3 

2.4 

1.3 

66.7 

28.3 

0 50 100

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.3 

0.3 

0.3 

0.8 

1.0 

87.2 

10.2 

0.1 

0.9 

0.4 

2.9 

1.7 

62.9 

31.1 

0 50 100

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.0 

0.6 

0.0 

1.8 

1.7 

77.5 

18.5 

0.4 

0.7 

0.7 

2.4 

1.3 

65.4 

29.0 

0 50 100

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪⑦ 町内会・自治会≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

町内会・自治会への参加頻度については、「参加していない」が 47.3％と最も多く、次いで

「年に数回」が 23.4％、「月１～３回」が 5.5％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 17.6ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 46.3％、女性においては 48.3％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 49.0％、後期高齢者においては

46.8％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 38.0％、認定ありにおいて

は 57.1％と最も多くなっています。 

 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

0.6 

0.8 

1.6 

5.5 

23.4 

47.3 

20.8 

0.5 

0.0 

0.3 

6.3 

21.5 

64.9 

6.5 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

0.5 

2.0 

1.7 

7.4 

27.7 

46.3 

14.4 

0.6 

0.1 

1.2 

4.4 

20.8 

48.3 

24.6 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.3 

1.8 

1.3 

7.1 

32.5 

49.0 

8.1 

0.7 

0.3 

1.4 

4.7 

18.4 

46.8 

27.7 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.4 

1.7 

2.0 

6.8 

35.2 

38.0 

15.9 

0.7 

0.0 

0.7 

4.3 

11.5 

57.1 

25.7 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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≪⑧ 収入のある仕事≫ 

 

 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 

 

収入のある仕事への参加頻度については、「参加していない」が 59.7％と最も多く、次いで

「週４回以上」が 9.4％、「週２～３回」が 5.1％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加していない」が 15.5ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加していない」が男性において 60.9％、女性においては 59.1％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加していない」が前期高齢者において 58.1％、後期高齢者においては

60.6％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加していない」が認定なしにおいて 51.7％、認定ありにおいて

は 67.8％と最も多くなっています。 

 

（%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

9.4 

5.1 

1.2 

1.1 

1.1 

59.7 

22.5 

10.1 

3.6 

1.6 

1.5 

1.6 

75.2 

6.5 

0 20 40 60 80 100

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

（%） （%） （%）

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

14.9 

5.9 

1.7 

1.2 

1.5 

60.9 

13.9 

6.2 

4.4 

0.9 

1.0 

0.9 

59.1 

27.5 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

19.6 

8.9 

1.0 

1.8 

2.9 

58.1 

7.6 

3.9 

2.9 

1.3 

0.7 

0.1 

60.6 

30.5 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

17.9 

8.7 

2.2 

2.2 

1.8 

51.7 

15.5 

0.9 

1.3 

0.2 

0.0 

0.4 

67.8 

29.4 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問27 地域住民の有志によって健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行い、いきいき

した地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみた

いと思いますか（１つに○） 

 

 
 

地域住民による健康づくり活動等への参加者としての参加意向については、「参加してもよ

い」が 43.9％と最も多く、次いで「参加したくない」が 37.0％、「既に参加している」が

6.9％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加したくない」が 8.8ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加してもよい」が男性において 44.3％、女性においては 43.6％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加してもよい」が前期高齢者において 48.4％、後期高齢者においては

41.4％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「参加してもよい」が 51.8％、認定ありにおい

ては「参加したくない」が 43.4％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

4.8 

5.2 

2.5 

6.2 

4.2 

5.1 

4.1 

5.5 

43.9 

40.6 

44.3 

43.6 

48.4 

41.4 

51.8 

35.9 

37.0 

45.8 

41.1 

34.8 

36.6 

37.4 

30.8 

43.4 

6.9 

4.0 

7.2 

6.6 

4.7 

8.0 

7.6 

6.1 

7.4 

4.4 

5.0 

8.8 

6.0 

8.1 

5.7 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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問28 地域住民の有志によって健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行い、いきいき

した地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）と

して参加してみたいと思いますか（１つに○） 

 

 
 

地域住民による健康づくり活動等への企画・運営としての参加意向については、「参加した

くない」が 63.1％と最も多く、次いで「参加してもよい」が 23.9％、「既に参加している」

が 2.8％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「参加してもよい」が 11.2 ポイント増加し、「参加したくない」

が 11.2ポイント減少しています。 

性別でみると、「参加したくない」が男性において 65.3％、女性においては 61.9％と最も多

くなっています。 

年代別でみても、「参加したくない」が前期高齢者において 64.7％、後期高齢者においては

62.3％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「参加したくない」が認定なしにおいて 59.8％、認定ありにおいて

は 66.5％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

1.6 

0.6 

1.0 

1.9 

1.3 

1.7 

1.8 

1.3 

23.9 

12.7 

25.2 

23.1 

25.4 

23.1 

28.0 

19.8 

63.1 

74.3 

65.3 

61.9 

64.7 

62.3 

59.8 

66.5 

2.8 

3.1 

3.5 

2.4 

2.4 

3.0 

4.4 

1.1 

8.5 

9.3 

5.0 

10.8 

6.3 

9.8 

5.9 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答
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６．就労について 

問29 現在のあなたの就労状態はどれですか（１つに○） 

 

 
 

【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

就労状態については、「引退した」が 57.3％と最も多く、次いで「職に就いたことがない」

が 9.7％、「非常勤（パート・アルバイト等）」が 9.4％などとなっています。 

性別でみると、「引退した」が男性において 59.9％、女性においては 55.5％と最も多くなっ

ています。 

年代別でみても、「引退した」が前期高齢者において 51.3％、後期高齢者においては60.3％

と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「引退した」が認定なしにおいて 51.7％、認定ありにおいては

62.7％と最も多くなっています。 

（%）

職に就いたことがない

引退した

常勤（フルタイム）

非常勤（パート・アルバイト等）

自営業

求職中

その他

無回答

9.7 

57.3 

2.9 

9.4 

6.1 

0.6 

4.6 

9.6 

0 20 40 60

全体 ｎ＝1,088

（%） （%） （%）

職に就いたことがない

引退した

常勤（フルタイム）

非常勤（パート・アルバイト等）

自営業

求職中

その他

無回答

性別 年代別 認定の有無別

4.7 

59.9 

6.2 

11.9 

7.9 

1.2 

3.0 

5.2 

12.7 

55.5 

1.0 

8.0 

5.0 

0.1 

5.6 

12.1 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

3.9 

51.3 

6.8 

19.6 

7.9 

0.8 

3.4 

6.3 

12.8 

60.3 

0.9 

3.9 

5.1 

0.4 

5.3 

11.3 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

5.0 

51.7 

5.7 

17.3 

9.0 

0.2 

5.7 

5.4 

14.4 

62.7 

0.2 

1.5 

3.1 

0.9 

3.5 

13.7 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問29で「常勤（フルタイム）」～「その他」と回答した方のみ 

問29－１ あなたが、今仕事をしている（探している）理由は何ですか（いくつでも○） 

 

 

 

今仕事をしている（探している）理由については、「自分が健康で、仕事を続けられるから」

が 52.3％と最も多く、次いで「生活のためにお金が必要だから」が 45.3％、「人とかかわる

機会をもちたいから」が 34.4％などとなっています。 

 

（%）

自分が健康で、仕事を続けられるから

生活のためにお金が必要だから

人とかかわる機会をもちたいから

仕事をするのが生きがいだから

時間があるから

勤め先から、働き続けることを求められているから

自分の跡継ぎがいないから

その他

無回答

52.3 

45.3 

34.4 

17.6 

16.0 

15.6 

7.4 

7.8 

10.5 

0 20 40 60 80

全体 ｎ＝256
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、男性において「生活のためにお金が必要だから」が 59.8％、女性において

は「自分が健康で、仕事を続けられるから」が 47.0％と最も多くなっています。 

年代別でみると、「自分が健康で、仕事を続けられるから」が前期高齢者において 60.5％、

後期高齢者においては 41.3％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「自分が健康で、仕事を続けられるから」が

60.2％、認定ありにおいては「人とかかわる機会をもちたいから」が 30.0％と最も多くなっ

ています。 

 

 

 

（%） （%） （%）

自分が健康で、仕事を続けられる
から

生活のためにお金が必要だから

人とかかわる機会をもちたいから

仕事をするのが生きがいだから

時間があるから

勤め先から、働き続けることを求
められているから

自分の跡継ぎがいないから

その他

無回答

性別 年代別 認定の有無別

58.2 

59.8 

27.9 

18.0 

18.0 

15.6 

9.8 

2.5 

4.1 

47.0 

32.1 

40.3 

17.2 

14.2 

15.7 

5.2 

12.7 

16.4 

0 40 80

男性 ｎ＝122

女性 ｎ＝134

60.5 

55.8 

37.4 

15.6 

17.7 

21.8 

4.8 

4.8 

3.4 

41.3 

31.2 

30.3 

20.2 

13.8 

7.3 

11.0 

11.9 

20.2 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝147

後期高齢者 ｎ＝109

60.2 

50.5 

35.4 

18.0 

17.0 

18.0 

8.3 

5.8 

6.3 

20.0 

24.0 

30.0 

16.0 

12.0 

6.0 

4.0 

16.0 

28.0 

0 40 80

認定なし ｎ＝206

認定あり ｎ＝50
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７．たすけあいについて 

問30 あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人はどなたですか（いくつでも○） 

 

 
 

心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人については、「配偶者」が 43.9％と最も多く、次い

で「友人」が 37.9％、「別居の子ども」が 32.0％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「別居の子ども」「兄弟姉妹・親戚・親・孫」「同居の子ども」が

６ポイント以上減少しています。 

 

（%）

配偶者

友人

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

43.9 

37.9 

32.0 

27.8 

21.8 

14.9 

2.3 

3.9 

5.4 

43.7 

41.3 

41.4 

35.0 

27.8 

16.5 

3.6 

4.5 

2.4 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、男性において「配偶者」が 61.9％、女性においては「友人」が 46.7％と最

も多くなっています。 

年代別でみると、「配偶者」が前期高齢者において 55.0％、後期高齢者においては 37.8％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「配偶者」が認定なしにおいて 52.6％、認定ありにおいては35.1％

と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

配偶者

友人

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

61.9 

23.0 

21.5 

15.6 

16.3 

9.2 

3.5 

5.9 

4.5 

33.1 

46.7 

38.0 

35.1 

25.2 

18.3 

1.6 

2.7 

6.0 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

55.0 

40.3 

28.3 

23.6 

17.3 

11.3 

3.1 

3.4 

5.2 

37.8 

36.5 

33.8 

30.1 

24.4 

16.8 

1.9 

4.1 

5.6 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

52.6 

41.1 

31.0 

28.0 

22.9 

14.2 

2.4 

3.0 

3.9 

35.1 

34.6 

32.7 

27.5 

20.9 

15.5 

2.2 

4.8 

7.0 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問31 あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人はどなたですか（いくつでも○） 

 

 
 

心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人については、「配偶者」が 42.5％と最も多く、次い

で「友人」が 37.0％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 28.6％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 6.8ポイント減少しています。 

 

（%）

配偶者

友人

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

同居の子ども

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

42.5 

37.0 

28.6 

27.9 

20.4 

17.2 

1.7 

5.9 

6.2 

39.3 

38.5 

35.4 

32.0 

19.3 

17.8 

2.0 

9.5 

5.1 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、男性において「配偶者」が 60.4％、女性においては「友人」が 45.8％と最

も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「配偶者」が 54.2％、後期高齢者においては「配偶

者」「友人」がともに 35.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「配偶者」が 53.0％、認定ありにおいては「友

人」が 33.5％と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

配偶者

友人

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

同居の子ども

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

60.4 

22.0 

17.8 

21.5 

17.8 

9.4 

1.7 

8.7 

5.7 

31.7 

45.8 

35.1 

31.8 

22.1 

21.6 

1.6 

4.3 

6.5 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

54.2 

38.7 

27.5 

27.5 

19.6 

13.9 

3.4 

4.2 

5.2 

35.9 

35.9 

29.2 

28.2 

21.0 

18.8 

0.7 

6.8 

6.7 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

53.0 

40.4 

30.8 

29.5 

22.5 

17.0 

2.6 

4.1 

4.2 

31.8 

33.5 

26.4 

26.4 

18.5 

17.2 

0.7 

7.8 

8.1 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問32 あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人はどなたですか 

（いくつでも○） 

 

 
 

病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人については、「配偶者」が 47.5％

と最も多く、次いで「同居の子ども」が 30.0％、「別居の子ども」が 28.3％などとなってい

ます。 

令和４年度と比較すると、「別居の子ども」が 7.6ポイント減少しています。 

 

（%）

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

47.5 

30.0 

28.3 

13.6 

3.8 

1.9 

0.7 

8.1 

5.2 

47.9 

34.5 

35.9 

17.0 

4.8 

2.5 

1.8 

8.3 

2.9 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「配偶者」が男性において65.3％、女性においては36.8％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「配偶者」が前期高齢者において 62.3％、後期高齢者においては 39.4％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「配偶者」が認定なしにおいて 58.1％、認定ありにおいては36.8％

と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

65.3 

23.5 

16.1 

9.7 

3.0 

1.0 

1.5 

7.9 

4.7 

36.8 

34.0 

35.5 

16.1 

4.3 

2.5 

0.3 

8.2 

5.6 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

62.3 

27.0 

21.2 

12.8 

4.5 

1.0 

1.0 

7.3 

5.8 

39.4 

31.8 

32.1 

14.1 

3.4 

2.4 

0.6 

8.6 

5.0 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

58.1 

32.1 

25.8 

13.5 

4.8 

1.7 

0.9 

5.2 

3.7 

36.8 

28.1 

30.7 

13.9 

2.8 

2.2 

0.6 

11.1 

6.8 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問33 反対に、あなたが看病や世話をしてあげる人はどなたですか（いくつでも○） 

 

 
 

看病や世話をしてあげる人については、「配偶者」が 51.1％と最も多く、次いで「同居の子

ども」が 26.1％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」が 18.1％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「配偶者」「同居の子ども」が５ポイント以上増加し、「そのよう

な人はいない」が 10.0ポイント減少しています。 

 

（%）

配偶者

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

友人

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

51.1 

26.1 

18.1 

16.7 

5.1 

2.7 

1.0 

15.1 

9.0 

45.7 

21.0 

20.6 

19.5 

4.4 

2.8 

1.3 

25.1 

7.8 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「配偶者」が男性において61.6％、女性においては44.6％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「配偶者」が前期高齢者において 63.4％、後期高齢者においては 44.2％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「配偶者」が認定なしにおいて 63.1％、認定ありにおいては38.8％

と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

配偶者

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

別居の子ども

友人

近隣の人

その他

そのような人はいない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

61.6 

21.8 

12.1 

8.9 

2.2 

1.2 

1.0 

15.3 

6.9 

44.6 

28.9 

21.6 

21.5 

6.8 

3.5 

1.0 

15.0 

10.3 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

63.4 

25.4 

25.1 

19.6 

4.2 

1.6 

0.8 

11.8 

7.1 

44.2 

26.7 

14.3 

15.3 

5.6 

3.3 

1.1 

17.0 

10.1 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

63.1 

32.1 

25.3 

20.5 

5.9 

3.0 

1.1 

7.2 

5.4 

38.8 

20.3 

10.9 

13.1 

4.3 

2.4 

0.9 

23.1 

12.8 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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８．健康について 

問34 現在のあなたの健康状態はいかがですか（１つに○） 

 

 
 

現在の健康状態については、「まあよい」が 52.5％と最も多く、次いで「あまりよくない」

が 29.0％、「とてもよい」が 7.2％などとなっています。また、『よい』（「とてもよい」＋「ま

あよい」）は 59.7％、『よくない』（「あまりよくない」＋「よくない」）は 35.3％となってい

ます。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「まあよい」が男性において 54.2％、女性においては 51.4％と最も多くなっ

ています。 

年代別でみても、「まあよい」が前期高齢者において 56.3％、後期高齢者においては50.4％

と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「まあよい」が認定なしにおいて 63.3％、認定ありにおいては

41.6％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

7.2 

7.0 

7.9 

6.6 

11.3 

4.9 

12.2 

2.0 

52.5 

56.0 

54.2 

51.4 

56.3 

50.4 

63.3 

41.6 

29.0 

27.7 

27.2 

30.0 

24.1 

31.7 

17.9 

40.1 

6.3 

6.9 

5.7 

6.8 

3.9 

7.7 

2.0 

10.7 

5.1 

2.4 

5.0 

5.2 

4.5 

5.4 

4.6 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもよい まあよい

あまりよくない よくない

無回答
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問35 あなたは、現在どの程度幸せですか（１つに○） 

（「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を10点としてご記入ください） 

 

 

 
 

現在の幸福度については、「５点」が 23.8％と最も多く、次いで「８点」が 18.1％、「７点」

が 13.6％などとなっています。また、平均は 6.60点となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

（%）

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

0.6 

1.2 

1.8 

4.0 

4.2 

23.8 

8.2 

13.6 

18.1 

6.8 

11.9 

5.9 

0.9 

0.8 

1.6 

3.7 

2.9 

21.0 

9.7 

15.7 

19.4 

6.2 

12.2 

5.8 

0 10 20 30 40

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031

平均点

令和７年度 6.60

令和４年度 6.73
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

幸福度の平均は、男性が 6.3 点、女性が 6.8 点、前期高齢者が 6.7 点、後期高齢者が 6.6

点、認定なしが 6.9点、認定ありが 6.3点となっています。 

性別でみると、「５点」が男性において 24.3％、女性においては 23.6％と最も多くなってい

ます。 

年代別でみても、「５点」が前期高齢者において21.2％、後期高齢者においては 25.2％と最

も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「５点」が認定なしにおいて 22.0％、認定ありにおいては 25.7％と

最も多くなっています。 

 

（%） （%） （%）

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

性別 年代別 認定の有無別

1.0 

1.5 

3.0 

5.9 

5.2 

24.3 

7.9 

13.9 

16.8 

5.7 

10.1 

4.7 

0.3 

1.0 

1.2 

2.8 

3.7 

23.6 

8.2 

13.5 

19.0 

7.4 

12.7 

6.6 

0 20 40

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

0.5 

1.0 

1.3 

4.5 

3.7 

21.2 

9.2 

16.0 

17.8 

7.6 

11.5 

5.8 

0.6 

1.3 

2.1 

3.7 

4.6 

25.2 

7.6 

12.4 

18.4 

6.3 

11.8 

6.0 

0 20 40

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

0.6 

0.2 

0.6 

3.3 

3.9 

22.0 

8.1 

15.1 

21.0 

6.8 

13.3 

5.2 

0.6 

2.2 

3.1 

4.6 

4.6 

25.7 

8.1 

12.2 

15.3 

6.7 

10.2 

6.7 

0 20 40

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問36 この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがあり

ましたか（１つに○） 

 

 
 

この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがあったかについ

ては、「はい（あった）」が 46.9％、「いいえ（なかった）」が 49.1％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、男性において「いいえ（なかった）」が 54.0％、女性においては「はい（あ

った）」が 49.3％と最も多くなっています。 

年代別でみると、前期高齢者において「いいえ（なかった）」が 52.1％、後期高齢者におい

ては「はい（あった）」が 48.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「いいえ（なかった）」が 55.2％、認定ありにお

いては「はい（あった）」が 52.7％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

46.9 

44.9 

42.8 

49.3 

44.5 

48.2 

41.1 

52.7 

49.1 

50.8 

54.0 

46.1 

52.1 

47.4 

55.2 

42.9 

4.0 

4.3 

3.2 

4.6 

3.4 

4.4 

3.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい（あった） いいえ（なかった） 無回答
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問37 この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽し

めない感じがよくありましたか（１つに○） 

 

 
 

この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じ

がよくあったかについては、「はい（あった）」が 33.5％、「いいえ（なかった）」が 61.3％と

なっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「いいえ（なかった）」が男性において 63.9％、女性においては 59.6％と最

も多くなっています。 

年代別でみても、「いいえ（なかった）」が前期高齢者において 67.5％、後期高齢者におい

ては 57.8％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「いいえ（なかった）」が認定なしにおいて 71.4％、認定ありにお

いては 51.0％と最も多くなっています。 

 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

33.5 

31.3 

31.7 

34.8 

28.3 

36.5 

24.2 

43.1 

61.3 

61.0 

63.9 

59.6 

67.5 

57.8 

71.4 

51.0 

5.2 

7.7 

4.5 

5.6 

4.2 

5.7 

4.4 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい（あった） いいえ（なかった） 無回答
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問38 お酒は飲みますか（１つに○） 

 

 
 

飲酒の有無や頻度については、「飲まない」が 58.1％と最も多く、次いで「ほぼ毎日飲む」

が 14.8％、「ほとんど飲まない」が 12.6％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「飲まない」が 17.8 ポイント増加し、「ほとんど飲まない」が

16.8ポイント減少しています。 

性別でみると、「飲まない」が男性において 38.6％、女性においては 69.7％と最も多くなっ

ています。 

年代別でみても、「飲まない」が前期高齢者において 49.2％、後期高齢者においては62.9％

と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「飲まない」が認定なしにおいて 48.9％、認定ありにおいては

67.3％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

14.8 

14.7 

33.7 

3.7 

20.4 

11.8 

22.0 

7.8 

11.5 

13.6 

13.9 

9.9 

16.2 

8.7 

12.9 

9.8 

12.6 

29.4 

11.9 

13.1 

11.8 

13.1 

13.3 

12.0 

58.1 

40.3 

38.6 

69.7 

49.2 

62.9 

48.9 

67.3 

3.0 

1.9 

2.0 

3.7 

2.4 

3.4 

3.0 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日飲む 時々飲む

ほとんど飲まない 飲まない

無回答
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問39 タバコは吸っていますか（１つに○） 

 

 
 

喫煙の有無や頻度については、「もともと吸っていない」が 63.1％と最も多く、次いで「吸

っていたがやめた」が 27.5％、「ほぼ毎日吸っている」が 5.4％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、男性において「吸っていたがやめた」が 59.4％、女性においては「もとも

と吸っていない」が 85.4％と最も多くなっています。 

年代別でみると、「もともと吸っていない」が前期高齢者において 54.2％、後期高齢者にお

いては 67.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「もともと吸っていない」が認定なしにおいて 56.3％、認定ありに

おいては 69.9％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

5.4 

4.4 

11.6 

1.8 

9.4 

3.3 

9.4 

1.5 

1.0 

1.0 

1.5 

0.7 

1.3 

0.9 

0.7 

1.3 

27.5 

28.8 

59.4 

8.7 

32.7 

24.8 

30.6 

24.6 

63.1 

63.4 

25.5 

85.4 

54.2 

67.9 

56.3 

69.9 

2.9 

2.4 

2.0 

3.4 

2.4 

3.1 

3.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている

吸っていたがやめた もともと吸っていない

無回答
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問40 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（いくつでも○） 

 

 
 

現在治療中、または後遺症のある病気については、「高血圧」が 43.4％と最も多く、次いで

「目の病気」が 25.1％、「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」が 23.8％などとなって

います。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

（%）

高血圧

目の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

心臓病

腎臓・前立腺の病気

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

耳の病気

外傷（転倒・骨折等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

がん（悪性新生物）

パーキンソン病

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

その他

ない

無回答

43.4 

25.1 

23.8 

15.7 

12.7 

12.5 

8.5 

8.4 

8.4 

8.0 

6.8 

5.4 

4.8 

3.0 

2.1 

1.9 

1.6 

9.0 

7.9 

5.4 

46.3 

26.2 

24.5 

15.2 

14.2 

14.4 

10.0 

7.7 

6.8 

8.1 

9.1 

8.4 

5.1 

2.0 

2.3 

1.4 

2.2 

7.5 

8.6 

3.1 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「高血圧」が男性において47.0％、女性においては41.2％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「高血圧」が前期高齢者において 38.5％、後期高齢者においては 46.1％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「高血圧」が認定なしにおいて 38.7％、認定ありにおいては48.1％

と最も多くなっています。 

（%） （%） （%）

高血圧

目の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節
症等）

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

心臓病

腎臓・前立腺の病気

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

耳の病気

外傷（転倒・骨折等）

胃腸・肝臓・胆のうの病気

がん（悪性新生物）

パーキンソン病

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

その他

ない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

47.0 

23.8 

7.2 

19.6 

6.4 

18.1 

16.1 

12.1 

9.4 

9.4 

4.0 

3.0 

6.2 

1.7 

2.2 

0.7 

1.5 

8.9 

8.4 

3.7 

41.2 

25.9 

33.7 

13.5 

16.3 

9.3 

4.0 

6.2 

7.5 

7.1 

8.4 

6.8 

4.0 

3.8 

2.1 

2.7 

1.6 

9.1 

7.7 

6.3 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

38.5 

19.4 

14.9 

16.2 

15.2 

6.5 

5.8 

8.1 

7.1 

5.2 

3.7 

2.6 

4.7 

3.1 

2.6 

1.8 

1.0 

11.0 

13.6 

5.2 

46.1 

28.2 

28.7 

15.5 

11.3 

15.8 

10.0 

8.6 

8.8 

9.4 

8.4 

6.8 

4.9 

3.0 

1.9 

2.0 

1.9 

8.0 

4.9 

5.4 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

38.7 

20.8 

13.5 

10.9 

14.9 

8.7 

6.3 

4.2 

6.5 

6.6 

2.6 

3.7 

3.9 

0.6 

1.7 

0.6 

0.6 

7.9 

14.2 

6.5 

48.1 

29.4 

34.2 

20.7 

10.4 

16.5 

10.7 

12.6 

10.0 

9.2 

10.9 

7.0 

5.7 

5.5 

2.6 

3.3 

2.6 

10.2 

1.7 

4.3 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541



Ⅱ 調査の結果（高齢者の生活と意識に関するアンケート調査） 

59 

９．認知症にかかる相談窓口の把握について 

問41 認知症の症状があるまたは家族に認知症の症状がある人がいますか（１つに○） 

 

 
 

認知症の症状があるまたは家族に認知症の症状がある人がいるかについては、「はい」が

10.8％、「いいえ」が 85.0％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「いいえ」が男性において88.9％、女性においては82.6％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「いいえ」が前期高齢者において 88.0％、後期高齢者においては 83.3％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「いいえ」が認定なしにおいて 87.8％、認定ありにおいては82.1％

と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

10.8 

10.9 

7.7 

12.8 

8.9 

12.0 

8.7 

13.1 

85.0 

84.9 

88.9 

82.6 

88.0 

83.3 

87.8 

82.1 

4.1 

4.3 

3.5 

4.6 

3.1 

4.7 

3.5 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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問42 認知症に関する相談窓口を知っていますか（１つに○） 

 

 
 

認知症に関する相談窓口を知っているかについては、「はい」が 27.3％、「いいえ」が

68.4％となっています。 

令和４年度と比較すると、「はい」が 6.3ポイント増加しています。 

性別でみると、「いいえ」が男性において74.0％、女性においては65.1％と最も多くなって

います。 

年代別でみても、「いいえ」が前期高齢者において 70.4％、後期高齢者においては 67.3％と

最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「いいえ」が認定なしにおいて 69.0％、認定ありにおいては67.8％

と最も多くなっています。 

 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

27.3 

21.0 

23.3 

29.6 

26.2 

27.8 

27.3 

27.2 

68.4 

73.9 

74.0 

65.1 

70.4 

67.3 

69.0 

67.8 

4.3 

5.0 

2.7 

5.3 

3.4 

4.9 

3.7 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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10．その他について 

問43 あなたは、ご自分の健康のためにどんなことを心がけていますか（３つまで○） 

 

 
 

健康のために心がけていることについては、「休養や睡眠を十分にとる」が 51.4％と最も多

く、次いで「食事に気をつける（栄養バランスを意識する、体に良い食べ物をとるなど）」が

45.4％、「身の回りのことはなるべく自分で行う」が 42.4％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「食事に気をつける（栄養バランスを意識する、体に良い食べ物

をとるなど）」が 8.7ポイント減少しています。 

（%）

休養や睡眠を十分にとる

食事に気をつける（栄養バランスを意識する、
体に良い食べ物をとるなど）

身の回りのことはなるべく自分で行う

健康診断などを定期的に受ける

歯や口の中を清潔に保つ

散歩やスポーツをする

気持ちをなるべく明るく持つ

仕事をする

教養や学習活動などの楽しみを持つ

地域の活動に参加する

酒、タバコを控える

その他

特に心がけていない

無回答

51.4 

45.4 

42.4 

29.0 

27.9 

22.0 

18.8 

6.6 

4.3 

2.9 

2.2 

0.8 

2.2 

6.3 

47.0 

54.1 

45.8 

30.3 

25.9 

23.6 

17.8 

9.5 

4.8 

1.4 

2.3 

0.5 

3.3 

2.9 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、男性において「休養や睡眠を十分にとる」が 52.5％、女性においては「食

事に気をつける（栄養バランスを意識する、体に良い食べ物をとるなど）」が 51.0％と最も多

くなっています。 

年代別でみると、「休養や睡眠を十分にとる」が前期高齢者において 54.2％、後期高齢者に

おいては 49.8％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「休養や睡眠を十分にとる」が 51.1％、認定あ

りにおいては「身の回りのことはなるべく自分で行う」が 51.9％と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

休養や睡眠を十分にとる

食事に気をつける（栄養バランスを意
識する、体に良い食べ物をとるなど）

身の回りのことはなるべく自分
で行う

健康診断などを定期的に受ける

歯や口の中を清潔に保つ

散歩やスポーツをする

気持ちをなるべく明るく持つ

仕事をする

教養や学習活動などの楽しみを
持つ

地域の活動に参加する

酒、タバコを控える

その他

特に心がけていない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

52.5 

36.1 

35.9 

33.4 

24.0 

26.5 

16.6 

10.4 

2.7 

3.0 

3.5 

1.0 

4.7 

6.9 

50.7 

51.0 

46.2 

26.4 

30.5 

19.1 

20.0 

4.4 

5.2 

2.9 

1.5 

0.7 

0.7 

5.9 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

54.2 

46.9 

31.2 

30.9 

22.5 

26.4 

17.0 

12.3 

4.7 

2.4 

3.9 

1.0 

2.4 

4.7 

49.8 

44.7 

48.5 

28.0 

31.1 

19.4 

19.7 

3.6 

4.0 

3.3 

1.3 

0.7 

2.1 

7.1 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

51.1 

47.0 

32.8 

33.8 

29.3 

28.8 

14.6 

12.2 

4.2 

3.5 

2.4 

1.1 

2.0 

5.2 

51.6 

43.8 

51.9 

24.2 

26.8 

15.0 

22.9 

1.1 

4.3 

2.4 

2.0 

0.6 

2.4 

7.4 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問44 健康についてどのようなことが知りたいですか（３つまで○） 

 

 
 

健康について知りたいことについては、「認知症の予防について」が 42.3％と最も多く、次

いで「望ましい食生活について」が 31.7％、「がんや生活習慣病（高血圧など）にならないた

めの工夫について」が 29.8％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

（%）

認知症の予防について

望ましい食生活について

がんや生活習慣病（高血圧など）にならないため
の工夫について

寝たきりや介護の予防について

運動の方法について

健康診断・各種検診の内容や受け方などについて

歯の健康について

うつ病の予防について

その他

無回答

42.3 

31.7 

29.8 

27.0 

19.9 

10.2 

8.1 

7.6 

2.1 

16.6 

43.3 

30.6 

31.0 

30.9 

20.5 

9.3 

6.5 

6.7 

3.7 

15.1 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「認知症の予防について」が男性において 37.1％、女性においては 45.2％と

最も多くなっています。 

年代別でみても、「認知症の予防について」が前期高齢者において 40.8％、後期高齢者にお

いては 42.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「認知症の予防について」が認定なしにおいて 44.5％、認定ありに

おいては 39.9％と最も多くなっています。 

 

（%） （%） （%）

認知症の予防について

望ましい食生活について

がんや生活習慣病（高血圧など）
にならないための工夫について

寝たきりや介護の予防について

運動の方法について

健康診断・各種検診の内容や受け
方などについて

歯の健康について

うつ病の予防について

その他

無回答

性別 年代別 認定の有無別

37.1 

30.7 

32.4 

20.8 

22.5 

13.4 

7.7 

6.2 

2.7 

16.6 

45.2 

32.3 

28.3 

30.8 

18.3 

8.4 

8.2 

8.5 

1.8 

16.6 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

40.8 

32.5 

33.0 

21.7 

21.7 

10.5 

8.1 

8.1 

3.4 

13.9 

42.9 

31.2 

28.1 

30.0 

18.8 

10.1 

8.0 

7.4 

1.4 

18.1 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

44.5 

32.1 

34.3 

23.4 

19.4 

9.4 

8.3 

7.2 

2.8 

14.9 

39.9 

31.2 

25.3 

30.7 

20.3 

11.1 

7.8 

8.1 

1.5 

18.3 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問45 生きがい（喜びや楽しみ）を感じるのはどのようなときですか（いくつでも○） 

 

 
 

生きがい（喜びや楽しみ）を感じるときについては、「おいしいものを食べているとき」が

54.0％と最も多く、次いで「テレビを見たり、ラジオを聞いているとき」が 46.1％、「友人や

知人と過ごすとき」が 45.8％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「おいしいものを食べているとき」が 5.7ポイント増加しています。 

（%）

おいしいものを食べているとき

テレビを見たり、ラジオを聞いているとき

友人や知人と過ごすとき

家族との団らんのとき

散歩や買い物をしているとき

旅行に行っているとき

他人から感謝されたとき

健康づくりやスポーツをしているとき

収入があったとき

仕事をしているとき（農作業なども含む）

教養を身につけること（学習）をしているとき

若い世代と交流しているとき

パソコン、インターネットをしているとき

地域活動（町内会、自治会、ボランティア等）に
参加しているとき

シニアクラブ活動をしているとき

その他

特にない

無回答

54.0 

46.1 

45.8 

39.9 

35.5 

24.1 

22.2 

17.6 

16.5 

16.0 

13.8 

10.3 

8.1 

6.8 

2.6 

3.9 

3.3 

6.8 

48.3 

47.7 

44.7 

39.1 

32.3 

22.4 

21.4 

17.6 

17.5 

20.3 

11.6 

12.1 

8.2 

4.7 

4.3 

3.8 

3.3 

6.4 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、男性において「テレビを見たり、ラジオを聞いているとき」が 44.3％、女

性においては「おいしいものを食べているとき」が 60.1％と最も多くなっています。 

年代別でみると、「おいしいものを食べているとき」が前期高齢者において 54.2％、後期高

齢者においては 53.9％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「おいしいものを食べているとき」が認定なしにおいて 53.9％、認

定ありにおいては 54.2％と最も多くなっています。 

 

（%） （%） （%）

おいしいものを食べているとき

テレビを見たり、ラジオを聞いて
いるとき

友人や知人と過ごすとき

家族との団らんのとき

散歩や買い物をしているとき

旅行に行っているとき

他人から感謝されたとき

健康づくりやスポーツをしている
とき

収入があったとき

仕事をしているとき（農作業など
も含む）

教養を身につけること（学習）を
しているとき

若い世代と交流しているとき

パソコン、インターネットをして
いるとき

地域活動（町内会、自治会、ボラ
ンティア等）に参加しているとき

シニアクラブ活動をしているとき

その他

特にない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

43.8 

44.3 

30.9 

37.1 

27.5 

25.5 

16.1 

19.3 

19.1 

20.8 

11.4 

6.2 

12.6 

6.7 

2.5 

4.2 

5.4 

6.9 

60.1 

47.1 

54.3 

41.5 

40.2 

23.3 

25.8 

16.3 

14.9 

13.1 

15.0 

12.7 

5.4 

6.9 

2.7 

3.7 

2.1 

6.8 

0 40 80

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

54.2 

38.7 

46.6 

41.4 

34.6 

33.0 

25.4 

20.4 

19.6 

17.3 

14.7 

9.9 

10.7 

5.5 

0.8 

4.5 

3.9 

5.2 

53.9 

50.1 

45.1 

39.1 

35.9 

19.3 

20.4 

15.8 

14.7 

15.3 

13.1 

10.4 

6.7 

7.6 

3.6 

3.6 

3.0 

7.7 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

53.9 

41.1 

48.7 

43.7 

37.1 

32.7 

24.2 

21.2 

18.3 

22.9 

15.3 

8.7 

9.8 

9.4 

1.8 

4.1 

2.6 

5.2 

54.2 

51.0 

42.5 

36.0 

33.8 

15.5 

20.1 

13.7 

14.6 

9.1 

12.0 

11.8 

6.5 

4.3 

3.3 

3.7 

4.1 

8.5 

0 40 80

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問46 今後やってみたいと思うものは何ですか（いくつでも○） 

 

 
 

今後やってみたいと思うものについては、「趣味の活動」が 27.7％と最も多く、次いで「健

康づくりやスポーツ」が 25.2％、「学習や教養を高めるための活動」が 15.0％などとなって

います。一方、「特にない」は 35.2％となっています。 

令和４年度と比較すると、「特にない」が 5.5ポイント減少しています。 

（%）

趣味の活動

健康づくりやスポーツ

学習や教養を高めるための活動

働くこと

シニアクラブ活動

社会奉仕活動（ボランティア、高齢者
の生活支援など）

町内会、自治会の活動

その他

特にない

無回答

27.7 

25.2 

15.0 

9.7 

5.0 

5.0 

2.2 

2.3 

35.2 

11.3 

25.9 

22.5 

11.1 

12.1 

4.3 

3.2 

1.8 

2.7 

40.7 

10.0 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝1,088

令和４年度 ｎ＝1,031
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「趣味の活動」が男性において 29.7％、女性においては 26.4％と最も多くな

っています。一方、「特にない」は男性において 31.7％、女性においては 37.4％となってい

ます。 

年代別でみても、「趣味の活動」が前期高齢者において 34.3％、後期高齢者においては

24.0％と最も多くなっています。一方、「特にない」は後期高齢者において 39.4％となってい

ます。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「趣味の活動」が 35.6％、認定ありにおいては

「健康づくりやスポーツ」が 20.5％と最も多くなっています。一方、「特にない」は認定あり

において 43.3％となっています。 

 

（%） （%） （%）

趣味の活動

健康づくりやスポーツ

学習や教養を高めるための活動

働くこと

シニアクラブ活動

社会奉仕活動（ボランティア、
高齢者の生活支援など）

町内会、自治会の活動

その他

特にない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

29.7 

29.2 

15.6 

14.6 

3.5 

5.7 

2.5 

2.2 

31.7 

9.2 

26.4 

22.7 

14.7 

6.5 

5.9 

4.6 

2.1 

2.4 

37.4 

12.5 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

34.3 

31.4 

18.8 

14.4 

3.7 

6.8 

1.8 

3.1 

27.7 

6.0 

24.0 

21.7 

13.0 

6.8 

5.7 

4.0 

2.4 

1.9 

39.4 

14.1 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

35.6 

29.7 

19.0 

13.8 

4.1 

6.8 

3.0 

2.4 

27.3 

8.7 

19.6 

20.5 

11.1 

5.2 

5.9 

3.1 

1.5 

2.2 

43.3 

13.9 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問47 今、日常生活の中で困っていることは何ですか（いくつでも○） 

 

 
 

今、日常生活の中で困っていることについては、「高いところの作業（天袋、電球の交換

等）」が 36.3％と最も多く、次いで「重い物の扱いや運搬（布団、灯油、米、粗大ゴミ等）」

が 32.9％、「屋外作業（草刈り、庭木の手入れ等）」が 28.9％などとなっています。 

（%）

高いところの作業（天袋、電球の交換等）

重い物の扱いや運搬（布団、灯油、米、粗大
ゴミ等）

屋外作業（草刈り、庭木の手入れ等）

電化製品や携帯電話等の操作

日常の外出（買い物・通院等）

事務手続き・申し込み手続き（役所・契約等）

食事のしたく（調理・献立を考えること等）

人の話を聞くこと（聞こえない、聞き取りづ
らい）

ゴミの分別やゴミ出し

人づきあい（友人・隣人等とのつきあいが
おっくう）

活動・交流の場がない

金銭管理（預金の出し入れ・支払等）

その他

特にない

無回答

36.3 

32.9 

28.9 

19.9 

16.7 

13.2 

13.1 

12.9 

7.1 

7.1 

5.0 

3.6 

1.7 

24.5 

9.7 

0 20 40 60

全体 ｎ＝1,088
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「高いところの作業（天袋、電球の交換等）」が男性において 27.7％、女性

においては 41.5％と最も多くなっています。一方、「特にない」は男性において 31.2％とな

っています。 

年代別でみても、「高いところの作業（天袋、電球の交換等）」が前期高齢者において

27.2％、後期高齢者においては 41.4％と最も多くなっています。一方、「特にない」は前期高

齢者において 36.1％となっています。 

認定の有無別でみると、認定なしにおいて「屋外作業（草刈り、庭木の手入れ等）」が

21.6％、認定ありにおいては「高いところの作業（天袋、電球の交換等）」が 52.3％と最も多

くなっています。一方、「特にない」は認定なしにおいて 37.1％となっています。 

 

（%） （%） （%）

高いところの作業（天袋、電球
の交換等）

重い物の扱いや運搬（布団、灯
油、米、粗大ゴミ等）

屋外作業（草刈り、庭木の手入
れ等）

電化製品や携帯電話等の操作

日常の外出（買い物・通院等）

事務手続き・申し込み手続き
（役所・契約等）

食事のしたく（調理・献立を考
えること等）

人の話を聞くこと（聞こえな
い、聞き取りづらい）

ゴミの分別やゴミ出し

人づきあい（友人・隣人等との
つきあいがおっくう）

活動・交流の場がない

金銭管理（預金の出し入れ・支
払等）

その他

特にない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

27.7 

24.5 

26.0 

18.6 

12.1 

11.9 

9.2 

14.1 

5.2 

9.4 

4.7 

2.7 

1.2 

31.2 

9.9 

41.5 

38.0 

30.8 

20.6 

19.6 

14.1 

15.3 

12.1 

8.2 

5.6 

5.0 

4.1 

2.1 

20.6 

9.7 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

27.2 

24.3 

23.6 

16.0 

8.1 

7.6 

9.7 

7.6 

3.9 

7.9 

3.1 

2.4 

2.4 

36.1 

6.5 

41.4 

37.7 

32.0 

22.0 

21.5 

16.4 

14.8 

15.7 

8.8 

6.6 

5.8 

4.3 

1.4 

18.3 

11.6 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

20.5 

17.7 

21.6 

18.6 

5.2 

8.5 

7.9 

9.0 

3.7 

5.7 

3.1 

1.5 

1.8 

37.1 

9.6 

52.3 

48.2 

36.4 

21.1 

28.5 

18.1 

18.1 

16.6 

10.5 

8.3 

6.7 

5.7 

1.7 

12.0 

10.0 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問48 病気やけがをしたときに、どのような治療や生活をしたいか、ご家族や医療・介護

従事者（例：医師や看護師、ケアマネジャー等）と話したことはありますか 

                                （１つに○） 

 

 
 

病気やけがをしたときに、どのような治療や生活をしたいか、家族や医療・介護従事者と

話したことはあるかについては、「話したことがある」が 42.4％と最も多く、次いで「考えた

ことがない」が 21.7％、「話したいと思うので、これから話したい」が 10.9％などとなって

います。 

（%）

話したことがある

話したいと思うので、これから話したい

話したいと思うが、話すきっかけがない

話したいと思うが、知識がないので何を話したら
よいかわからない

話したいと思うが、話す相手がいない

話したいとは思わない

考えたことがない

無回答

42.4 

10.9 

4.8 

6.2 

1.5 

2.2 

21.7 

10.4 

0 20 40 60

全体 ｎ＝1,088
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「話したことがある」が男性において 38.6％、女性においては 44.8％と最も

多くなっています。 

年代別でみても、「話したことがある」が前期高齢者において 33.5％、後期高齢者において

は 47.4％と最も多くなっています。一方、「考えたことがない」は前期高齢者において 34.0％

となっています。 

認定の有無別でみても、「話したことがある」が認定なしにおいて 30.8％、認定ありにおい

ては 54.2％と最も多くなっています。一方、「考えたことがない」は認定なしにおいて 33.2％

となっています。 

 

 

（%） （%） （%）

話したことがある

話したいと思うので、これから話
したい

話したいと思うが、話すきっかけ
がない

話したいと思うが、知識がないの
で何を話したらよいかわからない

話したいと思うが、話す相手がい
ない

話したいとは思わない

考えたことがない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

38.6 

7.4 

5.0 

5.7 

1.5 

3.7 

28.0 

10.1 

44.8 

13.0 

4.7 

6.5 

1.3 

1.3 

17.8 

10.6 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

33.5 

9.2 

4.5 

6.8 

1.8 

3.7 

34.0 

6.5 

47.4 

11.8 

5.0 

5.8 

1.1 

1.4 

14.8 

12.6 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

30.8 

10.7 

6.1 

6.3 

1.5 

2.8 

33.2 

8.7 

54.2 

11.1 

3.5 

6.1 

1.3 

1.7 

10.0 

12.2 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問49 あなたは、人生の最期をどこで迎えたいですか（１つに○） 

 

 
 

人生の最期をどこで迎えたいかについては、「自宅（子どもなどの親族の家を含む）」が

57.9％と最も多く、次いで「病院などの医療施設」が 17.6％、「特別養護老人ホームなどの福

祉施設」が 6.4％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「自宅（子どもなどの親族の家を含む）」が 6.9 ポイント減少し

ています。 

性別でみると、「自宅（子どもなどの親族の家を含む）」が男性において 65.8％、女性にお

いては 53.0％と最も多くなっています。 

年代別でみても、「自宅（子どもなどの親族の家を含む）」が前期高齢者において 57.1％、

後期高齢者においては 58.2％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「自宅（子どもなどの親族の家を含む）」が認定なしにおいて

60.3％、認定ありにおいては 55.3％と最も多くなっています。 

ｎ＝1,088

ｎ＝1,031

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

57.9 

64.8 

65.8 

53.0 

57.1 

58.2 

60.3 

55.3 

17.6 

21.6 

14.6 

19.4 

18.6 

17.1 

16.4 

18.9 

6.4 

4.3 

4.2 

7.8 

6.0 

6.7 

5.0 

7.9 

4.8 

3.2 

3.0 

5.7 

5.5 

4.3 

5.0 

4.4 

3.8 

2.7 

3.0 

4.3 

6.8 

2.1 

4.8 

2.8 

9.6 

3.4 

9.4 

9.7 

6.0 

11.6 

8.5 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（子どもなどの親族の家を含む）

病院などの医療施設

特別養護老人ホームなどの福祉施設

介護やサービス付きの有料老人ホームなどの施設

その他

無回答
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問49で「自宅（子どもなどの親族の家を含む）」と回答した方のみ 

問49－１ あなたは、「人生の最期を自宅で迎えたい」という思いは実現可能だと思いま

すか（１つに○） 

 

 
 

「人生の最期を自宅で迎えたい」という思いは実現可能だと思うかについては、「わからな

い」が 39.4％と最も多く、次いで「実現は難しいと思う」が 33.0％、「実現可能だと思う」

が 26.5％となっています。 

令和４年度と比較すると、「わからない」が 8.0 ポイント増加し、「実現は難しいと思う」

が 5.9ポイント減少しています。 

性別でみると、「わからない」が男性において 41.7％、女性においては 37.8％と最も多くなっ

ています。 

年代別でみると、前期高齢者において「実現は難しいと思う」「わからない」がともに

39.0％、後期高齢者においては「わからない」が 39.7％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみると、「わからない」が認定なしにおいて 41.3％、認定ありにおいては

37.5％と最も多くなっています。 

 

※0.0％非表示

ｎ＝630

ｎ＝668

男性 ｎ＝266

女性 ｎ＝360

前期高齢者 ｎ＝218

後期高齢者 ｎ＝408

認定なし ｎ＝327

認定あり ｎ＝299

令和７年度

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

令和４年度

26.5 

28.7 

30.8 

23.6 

22.0 

29.2 

25.4 

28.1 

33.0 

38.9 

27.4 

36.7 

39.0 

29.4 

33.0 

32.4 

39.4 

31.4 

41.7 

37.8 

39.0 

39.7 

41.3 

37.5 

1.1 

0.9 

1.9 

1.7 

0.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実現可能だと思う 実現は難しいと思う

わからない 無回答
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問49－１で「実現は難しいと思う」と回答した方のみ 

問49－１－１ 実現が難しいと思う理由は何ですか（３つまで○） 

 

 
※１ 「その他」は令和４年度のみ 

※２ 「わからない」は令和７年度のみ 

 

実現が難しいと思う理由については、「家族等に負担をかけたくない」が 63.5％と最も多く、

次いで「急に病状が変わった時の対応が不安」が 35.1％、「世話をしてくれる家族等がいない」

が 21.6％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「急に病状が変わった時の対応が不安」「往診・訪問診療をして

くれる医師がいない」が 14ポイント以上減少しています。 

 

（%）

家族等に負担をかけたくない

急に病状が変わった時の対応が不安

世話をしてくれる家族等がいない

経済的な負担が大きい

療養できる住宅環境が整っていない

往診・訪問診療をしてくれる医師がいない

訪問看護や介護の体制が不十分

医師や看護師の訪問が精神的な負担になる

その他※１

わからない※２

無回答

63.5 

35.1 

21.6 

20.2 

14.4 

11.1 

9.1 

3.4 

1.4 

7.7 

68.1 

51.5 

22.7 

23.5 

16.9 

25.8 

10.0 

2.7 

1.2 

0.0 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝208

令和４年度 ｎ＝260
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「家族等に負担をかけたくない」が男性において 63.0％、女性においては

63.6％と最も多くなっています。 

年代別でみても、「家族等に負担をかけたくない」が前期高齢者において 68.2％、後期高齢

者においては 60.0％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「家族等に負担をかけたくない」が認定なしにおいて 70.4％、認定

ありにおいては 55.7％と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%） （%）

家族等に負担をかけたくない

急に病状が変わった時の対応が不安

世話をしてくれる家族等がいない

経済的な負担が大きい

療養できる住宅環境が整っていない

往診・訪問診療をしてくれる医師が
いない

訪問看護や介護の体制が不十分

医師や看護師の訪問が精神的な負担
になる

わからない

無回答

性別 年代別 認定の有無別

63.0 

46.6 

21.9 

15.1 

15.1 

9.6 

9.6 

5.5 

1.4 

2.7 

63.6 

29.5 

21.2 

22.0 

14.4 

12.1 

9.1 

2.3 

0.8 

10.6 

0 40 80

男性 ｎ＝73

女性 ｎ＝132

68.2 

31.8 

22.4 

17.6 

5.9 

7.1 

8.2 

3.5 

2.4 

5.9 

60.0 

38.3 

20.8 

20.8 

20.8 

14.2 

10.0 

3.3 

0.0 

9.2 

0 40 80

前期高齢者 ｎ＝85

後期高齢者 ｎ＝120

70.4 

36.1 

20.4 

14.8 

13.9 

9.3 

11.1 

5.6 

0.9 

6.5 

55.7 

35.1 

22.7 

24.7 

15.5 

13.4 

7.2 

1.0 

1.0 

9.3 

0 40 80

認定なし ｎ＝108

認定あり ｎ＝97



Ⅱ 調査の結果（高齢者の生活と意識に関するアンケート調査） 

77 

 

問50 人生の終わり方（終活）に関するサービスとして、どのようなものがあったらよい

と思いますか（いくつでも○） 

 

 
 

人生の終わり方（終活）に関するサービスとして、どのようなものがあったらよいと思う

かについては、「終活について相談できる窓口」が 32.3％と最も多く、次いで「家財の整理や

処分」が 27.4％、「死後の事務手続きに関すること」が 23.8％などとなっています。 

（%）

終活について相談できる窓口

家財の整理や処分

死後の事務手続きに関すること

生前の見守り・安否確認

終活に関する講座（終活ノートの書き方講座）

遺言書の作成や相続の相談等法律関係の支援

入院や施設入所時の身元保証

墓地や葬儀場等安心できる事業者の紹介

成年後見制度の利用支援等認知症になった際の金
銭管理及び身上監護支援

終活ノートの保管サービス（終活情報登録制度）

その他

無回答

32.3 

27.4 

23.8 

20.4 

15.4 

14.7 

12.1 

7.9 

7.3 

5.8 

2.7 

23.1 

0 20 40 60

全体 ｎ＝1,088
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【性別・年代別・認定の有無別】 

 
 

性別でみると、「終活について相談できる窓口」が男性において 32.9％、女性においては

31.7％と最も多くなっています。 

年代別でみても、「終活について相談できる窓口」が前期高齢者において 33.0％、後期高齢

者においては 31.7％と最も多くなっています。 

認定の有無別でみても、「終活について相談できる窓口」が認定なしにおいて 31.0％、認定

ありにおいて 33.3％と最も多くなっています。 

 

（%） （%） （%）

終活について相談できる窓口

家財の整理や処分

死後の事務手続きに関すること

生前の見守り・安否確認

終活に関する講座（終活ノートの
書き方講座）

遺言書の作成や相続の相談等法律
関係の支援

入院や施設入所時の身元保証

墓地や葬儀場等安心できる事業者
の紹介

成年後見制度の利用支援等認知症に
なった際の金銭管理及び身上監護支援

終活ノートの保管サービス（終活
情報登録制度）

その他

無回答

性別 年代別 認定の有無別

32.9 

28.0 

25.5 

16.1 

13.6 

16.3 

13.4 

6.7 

5.9 

6.7 

2.2 

20.8 

31.7 

27.0 

23.0 

22.8 

16.3 

13.7 

11.3 

8.4 

8.0 

5.3 

2.9 

24.6 

0 30 60

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

33.0 

30.1 

32.2 

19.6 

18.6 

18.1 

11.5 

10.5 

7.3 

6.3 

1.6 

14.7 

31.7 

25.8 

19.4 

20.7 

13.6 

12.8 

12.4 

6.3 

7.1 

5.6 

3.3 

27.8 

0 30 60

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

31.0 

26.0 

26.4 

18.5 

16.4 

15.5 

11.3 

7.6 

7.0 

5.0 

2.4 

21.0 

33.3 

28.7 

21.4 

22.2 

14.2 

13.9 

12.9 

7.9 

7.4 

6.7 

3.0 

25.3 

0 30 60

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541
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問51 あなたは、今の社会で認知症の人が自分らしく暮らしていると思いますか 
（１つに○） 

 

 
 

今の社会で認知症の人が自分らしく暮らしていると思うかについては、「どちらともいえな

い」が 48.6％と最も多く、次いで「どちらかといえばそう思わない」が 20.1％、「そう思わ

ない」が 15.5％などとなっています。また、『そう思う』（「そう思う」＋「どちらかといえば

そう思う」）は 10.4％、『そう思わない』（「どちらかといえばそう思わない」＋「そう思わな

い」）は 35.6％となっています。 

性別でみると、「どちらともいえない」が男性において 47.8％、女性においては 49.0％と最

も多くなっています。、 

年代別でみても、「どちらともいえない」が前期高齢者において 48.4％、後期高齢者におい

ては 48.6％と最も多くなっています。 

認定の有無でみても、「どちらともいえない」が認定なしにおいて 48.7％、認定ありにおい

ては 48.4％と最も多くなっています。 
 

ｎ＝1,088

男性 ｎ＝404

女性 ｎ＝679

前期高齢者 ｎ＝382

後期高齢者 ｎ＝701

認定なし ｎ＝542

認定あり ｎ＝541

全　体

性
別

年
代
別

認
定
の

有
無
別

3.2 

3.7 

2.9 

1.8 

4.0 

2.8 

3.7 

7.2 

5.2 

8.4 

4.2 

8.8 

6.5 

7.9 

48.6 

47.8 

49.0 

48.4 

48.6 

48.7 

48.4 

20.1 

23.0 

18.4 

25.7 

17.1 

23.8 

16.5 

15.5 

15.6 

15.5 

17.3 

14.6 

14.8 

16.3 

5.3 

4.7 

5.7 

2.6 

6.8 

3.5 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

無回答



令和７年度 焼津市高齢者実態調査アンケート調査 報告書 

80 

Ⅲ 調査の結果（在宅介護実態調査） 

調査対象者本人について 

■ 性別 

 

 
 

性別については、「男性」が 51.5％、「女性」が 48.3％となっています。 

 

 

■ 年齢 

 

 
 

年齢については、「65歳未満」が 0.5％、「65～69 歳」が 16.6％、「70～74 歳」が 20.3％、

「75～79歳」が 23.8％、「80～84歳」が 21.5％、「85歳以上」が 17.3％となっています。 

 

全　体 ｎ＝404 51.5 48.3 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

※0.0％非表示

全　体 ｎ＝404
0.5 

16.6 
20.3 23.8 21.5 17.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳未満 65～69歳 70～74歳 75～79歳

80～84歳 85歳以上 無回答
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■ 要介護度 

 

 
 

要介護度については、「要介護１」が 21.5％、「要介護２」が 22.0％、「要介護３」が

20.5％、「要介護４」が 15.3％、「要介護５」が 20.5％となっています。 

 

 

■ 居住地区 

 

 
 

居住地区については、「北部地区」が 29.2％、「中部地区」が 21.8％、「南部地区」が

31.7％、「大井川地区」が 17.3％となっています。 

 

 

 

※0.0％非表示

全　体 ｎ＝404 21.5 22.0 20.5 15.3 20.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答

※0.0％非表示

全　体 ｎ＝404 29.2 21.8 31.7 17.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北部地区 中部地区 南部地区 大井川地区 無回答
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問１ 現在、この調査票にご回答いただいているのは、どなたですか（いくつでも○） 

 

 
 

調査票回答者については、「主な介護者となっている家族・親族」が 76.7％と最も多く、次

いで「調査対象者本人」が 27.0％、「主な介護者以外の家族・親族」が 7.2％などとなってい

ます。 

 
 

問２ 世帯類型について、ご回答ください（１つに○） 

 

 
 

世帯類型については、「単身世帯」が 13.6％、「夫婦のみ世帯」が 41.1％、「その他」が

43.8％となっています。 

 

（%）

調査対象者本人

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

その他

無回答

27.0 

76.7 

7.2 

1.0 

1.5 

0 20 40 60 80 100

全体 ｎ＝404

全　体 ｎ＝404 13.6 41.1 43.8 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答
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問６ 現時点での、施設等※への入所・入居の検討状況について教えてください 
（１つに○） 

※「施設等」とは、特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護医療院、特定施設（有料老人ホーム等）、グループホ

ーム、地域密着型特定施設、地域密着型特別養護老人ホームを指します。 

 

 
 

施設等への入所・入居の検討状況については、「入所・入居は検討していない」が 70.0％、

「入所・入居を検討している」が 10.6％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が 15.6％

となっています。 

令和４年度と比較すると、「入所・入居は検討していない」が 11.9 ポイント増加し、「入

所・入居を検討している」が 10.0ポイント減少しています。 

性別でみると、「入所・入居は検討していない」が男性において 68.3％、女性においては

71.8％と最も多くなっています。 

要介護度別でみても、「入所・入居は検討していない」が要介護１～２において 79.0％、要

介護３～５においては 63.2％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝404

ｎ＝422

男性 ｎ＝208

女性 ｎ＝195

要介護１～２ ｎ＝176

要介護３～５ ｎ＝228

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

70.0 

58.1 

68.3 

71.8 

79.0 

63.2 

10.6 

20.6 

11.1 

10.3 

9.7 

11.4 

15.6 

17.5 

16.3 

14.9 

6.8 

22.4 

3.7 

3.8 

4.3 

3.1 

4.5 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答



令和７年度 焼津市高齢者実態調査アンケート調査 報告書 

84 

介護保険サービスの利用について 

問７ 令和７年11月の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険

サービスを利用しましたか（１つに○） 

 

 
 

令和７年 11 月の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービ

スを利用したかについては、「利用した」が 83.2％、「利用していない」が 15.6％となってい

ます。 

令和４年度と比較すると、「利用した」が 17.8ポイント増加しています。 

性別でみると、「利用した」が男性において 79.8％、女性においては 86.7％と最も多くなっ

ています。 

要介護度別でみても、「利用した」が要介護１～２において 84.1％、要介護３～５において

は 82.5％と最も多くなっています。 

 

 

※0.0％非表示

ｎ＝404

ｎ＝422

男性 ｎ＝208

女性 ｎ＝195

要介護１～２ ｎ＝176

要介護３～５ ｎ＝228

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

83.2 

65.4 

79.8 

86.7 

84.1 

82.5 

15.6 

28.9 

18.8 

12.3 

15.9 

15.4 

1.2 

5.7 

1.4 

1.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用した 利用していない 無回答
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問７で「利用していない」と回答した方のみ 

問８ あなたが、介護保険サービスを利用しない理由は何ですか（いくつでも○） 

 

 
 

介護保険サービスを利用しない理由については、「現状では、サービスを利用するほどの状

態ではないから」が 22.2％と最も多く、次いで「本人にサービス利用の希望がないから」が

19.0％、「家族が介護をするため必要ないから」が 14.3％などとなっています。 

（%）

現状では、サービスを利用するほどの状
態ではないから

本人にサービス利用の希望がないから

家族が介護をするため必要ないから

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利
用するため

利用料を支払うのが難しいから

利用したいサービスが利用できない、身
近にないから

サービスを受けたいが手続きや利用方法
がわからないから

以前、利用していたサービスに不満が
あったから

その他

無回答

22.2 

19.0 

14.3 

9.5 

6.3 

6.3 

6.3 

0.0 

30.2 

17.5 

0 20 40 60

全体 ｎ＝63
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【性別・要介護度別】 

 
 

性別でみると、男性において「本人にサービス利用の希望がないから」が 25.6％、女性に

おいては「現状では、サービスを利用するほどの状態ではないから」が 29.2％と最も多くな

っています。 

要介護度別でみると、要介護１～２において「現状では、サービスを利用するほどの状態

ではないから」が 39.3％、要介護３～５においては「家族が介護をするため必要ないから」

が 17.1％と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%）

現状では、サービスを利用するほどの状
態ではないから

本人にサービス利用の希望がないから

家族が介護をするため必要ないから

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利
用するため

利用料を支払うのが難しいから

利用したいサービスが利用できない、身
近にないから

サービスを受けたいが手続きや利用方法
がわからないから

以前、利用していたサービスに不満が
あったから

その他

無回答

性別 要介護度別

17.9 

25.6 

12.8 

12.8 

7.7 

7.7 

7.7 

0.0 

30.8 

15.4 

29.2 

8.3 

16.7 

4.2 

4.2 

4.2 

4.2 

0.0 

29.2 

20.8 

0 30 60

男性 ｎ＝39

女性 ｎ＝24

39.3 

28.6 

10.7 

17.9 

10.7 

7.1 

7.1 

0.0 

25.0 

7.1 

8.6 

11.4 

17.1 

2.9 

2.9 

5.7 

5.7 

0.0 

34.3 

25.7 

0 30 60

要介護１～２ ｎ＝28

要介護３～５ ｎ＝35
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問７で「利用した」と回答した方のみ 

問９ 以下の介護保険サービスについて、令和７年11月の１か月間の利用状況をご回答く

ださい。対象の介護保険サービスをご利用になっていない場合は、「利用していな

い」を選択してください（それぞれ１つに○） 

Ａ．訪問介護（ホームヘルプサービス）【１週間当たりの利用回数】 
 

 
 

【性別・要介護度別】 

 
 

訪問介護（ホームヘルプサービス）の１週間当たりの利用回数については、「利用していな

い」が 51.5％と最も多く、次いで「週５回以上」が 9.5％、「週１回程度」が 3.6％などとな

っています。また、『週１回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は 20.3％

となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において19.8％、女性においては20.2％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 12.3％、要介護

３～５においては 26.6％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

51.5 

3.6 

3.3 

1.8 

2.1 

9.5 

28.3 

54.0 

5.4 

7.2 

4.7 

2.5 

5.1 

21.0 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

49.4 

3.6 

5.4 

1.8 

2.4 

6.6 

30.7 

53.8 

3.0 

1.2 

1.8 

1.8 

12.4 

26.0 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

58.1 

3.4 

3.4 

0.7 

0.7 

4.1 

29.7 

46.3 

3.7 

3.2 

2.7 

3.2 

13.8 

27.1 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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Ｂ．訪問入浴介護【１週間当たりの利用回数】 

 

 
 

【性別・要介護度別】 

 
 

訪問入浴介護の１週間当たりの利用回数については、「利用していない」が 59.2％と最も多

く、次いで「週１回程度」が 6.3％、「週２回程度」が 4.8％などとなっています。また、『週

１回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は 13.2％となっています。 

令和４年度と比較すると、「利用していない」が 8.6ポイント減少しています。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において16.2％、女性においては10.1％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 6.8％、要介護

３～５においては 18.1％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

59.2 

6.3 

4.8 

1.8 

0.0 

0.3 

27.7 

67.8 

4.3 

4.0 

1.1 

0.0 

0.0 

22.8 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

56.6 

7.2 

6.6 

1.8 

0.0 

0.6 

27.1 

61.5 

5.3 

3.0 

1.8 

0.0 

0.0 

28.4 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

64.9 

3.4 

2.7 

0.7 

0.0 

0.0 

28.4 

54.8 

8.5 

6.4 

2.7 

0.0 

0.5 

27.1 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188



Ⅲ 調査の結果（在宅介護実態調査） 

89 

 

Ｃ．訪問看護【１週間当たりの利用回数】 

 

 
 

【性別・要介護度別】 

 
 

訪問看護の１週間当たりの利用回数については、「利用していない」が 47.0％と最も多く、

次いで「週１回程度」が 15.8％、「週２回程度」が 5.4％などとなっています。また、『週１

回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は 25.7％となっています。 

令和４年度と比較すると、『週１回以上利用している』が 15.2 ポイント増加し、「利用して

いない」が 18.6ポイント減少しています。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において27.7％、女性においては23.7％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 11.6％、要介護

３～５においては 36.6％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

47.0 

15.8 

5.4 

1.2 

0.6 

2.7 

27.4 

65.6 

6.2 

2.9 

0.7 

0.7 

0.0 

23.9 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

45.8 

17.5 

4.2 

1.8 

0.6 

3.6 

26.5 

47.9 

14.2 

6.5 

0.6 

0.6 

1.8 

28.4 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

59.5 

9.5 

1.4 

0.0 

0.7 

0.0 

29.1 

37.2 

20.7 

8.5 

2.1 

0.5 

4.8 

26.1 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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Ｄ．訪問リハビリテーション【１週間当たりの利用回数】 

 

 

 

【性別・要介護度別】 

 

 

訪問リハビリテーションの１週間当たりの利用回数については、「利用していない」が

55.7％と最も多く、次いで「週１回程度」が 8.3％、「週２回程度」が 6.8％などとなってい

ます。また、『週１回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は 17.8％となっ

ています。 

令和４年度と比較すると、『週１回以上利用している』が 8.7 ポイント増加し、「利用して

いない」が 11.7ポイント減少しています。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において21.0％、女性においては14.8％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 12.2％、要介護

３～５においては 22.3％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

55.7 

8.3 

6.8 

1.8 

0.3 

0.6 

26.5 

67.4 

5.4 

2.2 

1.1 

0.4 

0.0 

23.6 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

53.0 

9.6 

7.8 

2.4 

0.6 

0.6 

25.9 

58.0 

7.1 

5.9 

1.2 

0.0 

0.6 

27.2 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

60.1 

6.1 

4.7 

1.4 

0.0 

0.0 

27.7 

52.1 

10.1 

8.5 

2.1 

0.5 

1.1 

25.5 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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Ｅ．通所介護（デイサービス）【１週間当たりの利用回数】 

 

 

 

【性別・要介護度別】 

 

 

通所介護（デイサービス）の１週間当たりの利用回数については、「利用していない」が

32.4％と最も多く、次いで「週２回程度」が 18.2％、「週３回程度」が 14.9％などとなってい

ます。また、『週１回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は 51.3％となっ

ています。 

令和４年度と比較すると、「利用していない」「週２回程度」が５ポイント以上増加し、『週

１回以上利用している』が 11.8ポイント減少しています。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において48.8％、女性においては53.3％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 47.3％、要介護

３～５においては 54.3％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

32.4 

3.9 

18.2 

14.9 

6.0 

8.3 

16.4 

26.8 

7.6 

12.7 

18.1 

8.0 

16.7 

10.1 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

30.1 

3.0 

21.1 

12.7 

4.8 

7.2 

21.1 

34.9 

4.1 

15.4 

17.2 

7.1 

9.5 

11.8 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

33.1 

4.1 

18.9 

14.2 

5.4 

4.7 

19.6 

31.9 

3.7 

17.6 

15.4 

6.4 

11.2 

13.8 

0 50 100

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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Ｆ．通所リハビリテーション（デイケア）【１週間当たりの利用回数】 

 

 

 

【性別・要介護度別】 

 

 

通所リハビリテーション（デイケア）の１週間当たりの利用回数については、「利用してい

ない」が 46.7％と最も多く、次いで「週３回程度」が 11.3％、「週２回程度」が 9.2％などと

なっています。また、『週１回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は

29.2％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において34.3％、女性においては23.8％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 35.9％、要介護

３～５においては 23.9％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

46.7 

4.2 

9.2 

11.3 

2.4 

2.1 

24.1 

51.1 

3.3 

9.8 

10.9 

2.2 

1.4 

21.4 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

41.0 

5.4 

10.8 

15.1 

1.8 

1.2 

24.7 

52.7 

2.4 

7.7 

7.7 

3.0 

3.0 

23.7 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

40.5 

6.1 

11.5 

14.9 

2.7 

0.7 

23.6 

51.6 

2.7 

7.4 

8.5 

2.1 

3.2 

24.5 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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Ｇ．夜間対応型訪問介護（※訪問があった回数を回答）【１週間当たりの利用回数】 

 

 

 

【性別・要介護度別】 

 

 

夜間対応型訪問介護の１週間当たりの利用回数については、「利用していない」が 69.0％と

最も多く、次いで「週５回以上」が 1.8％、「週１回程度」が 1.2％などとなっています。ま

た、『週１回以上利用している』（「週１回程度」～「週５回以上」）は 4.2％となっています。 

令和４年度と比較すると、「利用していない」が 6.0ポイント減少しています。 

性別でみると、『週１回以上利用している』は男性において 3.0％、女性においては 5.4％

となっています。 

要介護度別でみると、『週１回以上利用している』は要介護１～２において 2.1％、要介護

３～５においては 5.9％となっています。 

（%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

69.0 

1.2 

0.0 

0.6 

0.6 

1.8 

26.8 

75.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

24.3 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

週１回程度

週２回程度

週３回程度

週４回程度

週５回以上

無回答

性別 要介護度別

68.7 

0.6 

0.0 

0.6 

0.6 

1.2 

28.3 

69.2 

1.8 

0.0 

0.6 

0.6 

2.4 

25.4 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

68.9 

0.7 

0.0 

0.0 

0.7 

0.7 

29.1 

69.1 

1.6 

0.0 

1.1 

0.5 

2.7 

25.0 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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Ｈ．定期巡回・随時対応型訪問介護看護【利用の有無】 

 

 

 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の利用の有無については、「利用していない」が 72.6％、

「利用した」が 12.8％となっています。 

令和４年度と比較すると、「利用した」が 8.5ポイント増加しています。 

性別でみると、「利用していない」が男性において 74.1％、女性においては 71.0％と最も多

くなっています。 

要介護度別でみても、「利用していない」が要介護１～２において 76.4％、要介護３～５に

おいては 69.7％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝336

ｎ＝276

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

72.6 

80.8 

74.1 

71.0 

76.4 

69.7 

12.8 

4.3 

11.4 

14.2 

10.1 

14.9 

14.6 

14.9 

14.5 

14.8 

13.5 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していない 利用した 無回答
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Ｉ．小規模多機能型居宅介護【利用の有無】 

 

 

 

小規模多機能型居宅介護の利用の有無については、「利用していない」が 77.7％、「利用し

た」が 5.7％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「利用していない」が男性において 76.5％、女性においては 78.7％と最も多

くなっています。 

要介護度別でみても、「利用していない」が要介護１～２において 81.8％、要介護３～５に

おいては 74.5％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝336

ｎ＝276

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

77.7 

75.7 

76.5 

78.7 

81.8 

74.5 

5.7 

8.3 

4.8 

6.5 

2.0 

8.5 

16.7 

15.9 

18.7 

14.8 

16.2 

17.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していない 利用した 無回答
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Ｊ．看護小規模多機能型居宅介護【利用の有無】 

 

 

 

看護小規模多機能型居宅介護の利用の有無については、「利用していない」が 78.9％、「利

用した」が 3.9％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「利用していない」が男性において 78.3％、女性においては 79.3％と最も多

くなっています。 

要介護度別でみても、「利用していない」が要介護１～２において 81.1％、要介護３～５に

おいては 77.1％と最も多くなっています。 

ｎ＝336

ｎ＝276

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

78.9 

80.4 

78.3 

79.3 

81.1 

77.1 

3.9 

3.3 

2.4 

5.3 

2.0 

5.3 

17.3 

16.3 

19.3 

15.4 

16.9 

17.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していない 利用した 無回答
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Ｋ．ショートステイ【１か月当たりの利用日数】 

 

 

 

ショートステイの１か月当たりの利用日数については、「利用していない」が 61.0％と最も

多く、次いで「月１～７日程度」が 13.4％、「月８～14日程度」が 8.3％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。また、『月１日以上利用している』

（「月１～７日程度」～「月 22日以上」）は 26.2％となっています。 

性別でみると、『月１日以上利用している』は男性において23.5％、女性においては29.0％

となっています。 

要介護度別でみると、『月１日以上利用している』は要介護１～２において 16.9％、要介護

３～５においては 33.6％となっています。 

ｎ＝336

ｎ＝276

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

61.0 

58.7 

64.5 

57.4 

68.9 

54.8 

13.4 

15.9 

14.5 

12.4 

8.8 

17.0 

8.3 

7.2 

6.6 

10.1 

4.7 

11.2 

2.7 

1.4 

0.6 

4.7 

2.7 

2.7 

1.8 

4.0 

1.8 

1.8 

0.7 

2.7 

12.8 

12.7 

12.0 

13.6 

14.2 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していない 月１～７日程度 月８～14日程度

月15～21日程度 月22日以上 無回答
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Ｌ．居宅療養管理指導【１か月当たりの利用回数】 

 

 

 

【性別・要介護度別】 

 

 

居宅療養管理指導の１か月当たりの利用回数については、「利用していない」が 72.9％と最

も多く、次いで「月１回程度」が 6.5％、「月２回程度」「月５回以上」がともに 2.1％などと

なっています。また、『月１回以上利用している』（「月１回程度」～「月５回以上」）は

11.6％となっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、『月１回以上利用している』は男性において12.0％、女性においては11.3％

となっています。 

要介護度別でみると、『月１回以上利用している』は要介護１～２において 9.5％、要介護

３～５においては 13.4％となっています。 

（%）

利用していない

月１回程度

月２回程度

月３回程度

月４回程度

月５回以上

無回答

72.9 

6.5 

2.1 

0.3 

0.6 

2.1 

15.5 

76.1 

4.3 

2.2 

0.4 

0.4 

16.7 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝336

令和４年度 ｎ＝276

（%） （%）

利用していない

月１回程度

月２回程度

月３回程度

月４回程度

月５回以上

無回答

性別 要介護度別

74.7 

6.0 

1.8 

0.6 

0.6 

3.0 

13.3 

71.0 

7.1 

2.4 

0.6 

1.2 

17.8 

0 40 80

男性 ｎ＝166

女性 ｎ＝169

74.3 

7.4 

0.7 

1.4 

16.2 

71.8 

5.9 

3.2 

0.5 

1.1 

2.7 

14.9 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝148

要介護３～５ ｎ＝188
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問10 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用している支援・サ

ービスを含む）について、ご回答ください（いくつでも○） 

 

 

 

今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスについては、「移送サービス（介護・

福祉タクシー等）」が 34.7％と最も多く、次いで「外出同行（通院・買い物など）」が 22.5％、

「見守り、声かけ」が 17.6％などとなっています。一方、「特にない」は 29.2％となってい

ます。 

令和４年度と比較すると、「特にない」が 5.5 ポイント増加し、「外出同行（通院・買い物

など）」「見守り、声かけ」「配食」等４項目が５ポイント以上減少しています。 

（%）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出同行（通院・買い物など）

見守り、声かけ

配食

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

サロンなどの定期的な通いの場

調理

ゴミ出し

その他

特にない

無回答

34.7 

22.5 

17.6 

17.1 

13.4 

11.6 

9.4 

8.2 

7.9 

5.4 

29.2 

10.6 

34.8 

29.4 

28.7 

24.4 

17.8 

13.0 

14.0 

12.6 

13.3 

7.8 

23.7 

10.2 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝404

令和４年度 ｎ＝422
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【性別・要介護度別】 

 
 

性別でみると、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が男性において 35.1％、女性に

おいては 34.4％と最も多くなっています。 

要介護度別でみても、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が要介護１～２において

27.8％、要介護３～５においては 39.9％と最も多くなっています。一方、「特にない」は要介

護１～２において 33.0％となっています。 

 

 

（%） （%）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

外出同行（通院・買い物など）

見守り、声かけ

配食

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

サロンなどの定期的な通いの場

調理

ゴミ出し

その他

特にない

無回答

性別 要介護度別

35.1 

21.6 

13.5 

11.1 

9.1 

11.5 

8.2 

4.3 

7.2 

4.8 

29.8 

13.9 

34.4 

23.6 

22.1 

23.1 

17.4 

11.3 

10.8 

11.8 

8.2 

6.2 

28.7 

7.2 

0 30 60

男性 ｎ＝208

女性 ｎ＝195

27.8 

21.6 

17.0 

17.6 

16.5 

14.2 

8.0 

7.4 

9.7 

5.7 

33.0 

9.7 

39.9 

23.2 

18.0 

16.7 

11.0 

9.6 

10.5 

8.8 

6.6 

5.3 

26.3 

11.4 

0 30 60

要介護１～２ ｎ＝176

要介護３～５ ｎ＝228
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問11 あなたは、あなたのご家族やご親族の方からの介護を受けていますか（１つに○） 

 

 

 

家族やご親族の方からの介護を受けているかについては、「ほぼ毎日ある」が 52.7％と最も

多く、次いで「ない」が 26.5％、「週に１～２日ある」が 6.7％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、大きな変化はみられません。 

性別でみると、「ほぼ毎日ある」が男性において53.8％、女性においては51.8％と最も多く

なっています。 

要介護度別でみても、「ほぼ毎日ある」が要介護１～２において 45.5％、要介護３～５にお

いては 58.3％と最も多くなっています。 

 

ｎ＝404

ｎ＝422

男性 ｎ＝208

女性 ｎ＝195

要介護１～２ ｎ＝176

要介護３～５ ｎ＝228

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

26.5 

27.0 

26.0 

27.2 

27.8 

25.4 

5.4 

4.7 

4.8 

5.6 

9.7 

2.2 

6.7 

6.4 

5.3 

8.2 

6.8 

6.6 

2.7 

5.5 

2.4 

3.1 

3.4 

2.2 

52.7 

50.7 

53.8 

51.8 

45.5 

58.3 

5.9 

5.7 

7.7 

4.1 

6.8 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

家族・親族の介護はあるが、週に１日より少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

無回答
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主な介護者について 

問12 ご家族やご親族の中で、あて名のご本人様の介護を主な理由として、過去１年の間

に仕事を辞めた方はいますか（いくつでも○） 

 

 
 

【性別・要介護度別】 

 
 

介護を理由に仕事を辞めた親族の有無については、「介護のために仕事を辞めた家族・親族

はいない」が 64.8％と最も多く、次いで「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 13.6％、

「主な介護者が転職した」が 2.6％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」が 6.9 ポイント増加

し、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が 9.5ポイント減少しています。 

性別でみると、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が男性において 60.9％、

女性においては 68.7％と最も多くなっています。 

要介護度別でみても、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」が要介護１～２に

おいて 73.9％、要介護３～５においては 58.2％と最も多くなっています。 

（%）

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた
（転職除く）

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

13.6 

2.6 

1.5 

0.4 

64.8 

3.3 

15.0 

6.7 

3.5 

1.1 

1.1 

74.3 

3.5 

10.2 

0 20 40 60 80

令和７年度 ｎ＝273

令和４年度 ｎ＝284

（%） （%）

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた
（転職除く）

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

性別 要介護度別

10.9 

1.4 

2.2 

0.7 

60.9 

2.9 

22.5 

16.4 

3.7 

0.7 

0.0 

68.7 

3.7 

7.5 

0 40 80

男性 ｎ＝138

女性 ｎ＝134

8.7 

1.7 

0.0 

0.0 

73.9 

1.7 

13.9 

17.1 

3.2 

2.5 

0.6 

58.2 

4.4 

15.8 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝115

要介護３～５ ｎ＝158
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問13 主な介護者の方の年齢をお答えください（１つに○） 

 

 

 

主な介護者の年齢については、「70 代」が 29.7％と最も多く、次いで「60 代」が 24.9％、

「50代」が 18.3％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「70代」「80歳以上」が７ポイント以上増加し、「50代」「60代」

が８ポイント以上減少しています。 

（%）

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

0.0 

0.0 

2.6 

6.2 

18.3 

24.9 

29.7 

16.5 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.7 

4.9 

26.4 

39.8 

18.0 

9.2 

0.0 

1.1 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝273

令和４年度 ｎ＝284
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【性別・要介護度別】 

 

 

性別でみると、男性において「50代」が 29.9％、女性においては「70代」が 44.2％と最も

多くなっています。 

要介護度別でみると、「70 代」が要介護１～２において 28.7％、要介護３～５においては

30.4％と最も多くなっています。 

 

 

（%） （%）

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答

性別 要介護度別

0.0 

0.0 

1.4 

4.3 

7.2 

22.5 

44.2 

19.6 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

3.7 

8.2 

29.9 

26.9 

14.9 

13.4 

0.0 

3.0 

0 30 60

男性 ｎ＝138

女性 ｎ＝134

0.0 

0.0 

4.3 

7.8 

18.3 

21.7 

28.7 

18.3 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

1.3 

5.1 

18.4 

27.2 

30.4 

15.2 

0.0 

2.5 

0 30 60

要介護１～２ ｎ＝115

要介護３～５ ｎ＝158
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問14 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等は何

ですか。（３つまで○） 

 

 

 

現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者が不安に感じる介護等については、「認

知症状への対応」が 27.8％と最も多く、次いで「夜間の排泄」が 26.4％、「外出の付き添い、

送迎等」が 23.4％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「認知症状への対応」「夜間の排泄」がともに 12.7 ポイント減少

しています。 

（%）

認知症状への対応

夜間の排泄

外出の付き添い、送迎等

入浴・洗身

日中の排泄

食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

屋内の移乗・移動

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

服薬

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

衣服の着脱

食事の介助（食べる時）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

27.8 

26.4 

23.4 

23.1 

22.3 

20.5 

15.4 

14.3 

13.6 

9.5 

9.5 

9.2 

7.0 

5.9 

9.5 

6.2 

0.0 

2.9 

40.5 

39.1 

22.9 

25.4 

22.5 

18.7 

14.4 

12.7 

16.2 

13.4 

6.7 

9.9 

5.3 

8.8 

2.8 

3.2 

0.0 

0.7 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝273

令和４年度 ｎ＝284
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【性別・要介護度別】 

 

 

性別でみると、男性において「夜間の排泄」が 26.8％、女性においては「認知症状への対

応」が 31.3％と最も多くなっています。 

要介護度別でみると、要介護１～２において「認知症状への対応」が 33.9％、要介護３～

５においては「夜間の排泄」が 31.0％と最も多くなっています。 

 

（%） （%）

認知症状への対応

夜間の排泄

外出の付き添い、送迎等

入浴・洗身

日中の排泄

食事の準備（調理等）

金銭管理や生活面に必要な諸手
続き

屋内の移乗・移動

その他の家事（掃除、洗濯、買
い物等）

服薬

医療面での対応（経管栄養、ス
トーマ等）

衣服の着脱

食事の介助（食べる時）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

その他

不安に感じていることは、特に
ない

主な介護者に確認しないと、わ
からない

無回答

性別 要介護度別

23.9 

26.8 

25.4 

21.7 

20.3 

16.7 

13.0 

12.3 

10.1 

7.2 

10.1 

13.0 

8.0 

5.8 

10.1 

4.3 

0.0 

4.3 

31.3 

26.1 

21.6 

24.6 

24.6 

24.6 

17.9 

16.4 

16.4 

11.9 

9.0 

5.2 

6.0 

5.2 

9.0 

8.2 

0.0 

1.5 

0 30 60

男性 ｎ＝138

女性 ｎ＝134

33.9 

20.0 

27.0 

23.5 

18.3 

20.9 

14.8 

12.2 

22.6 

13.0 

5.2 

7.8 

5.2 

7.8 

8.7 

7.8 

0.0 

1.7 

23.4 

31.0 

20.9 

22.8 

25.3 

20.3 

15.8 

15.8 

7.0 

7.0 

12.7 

10.1 

8.2 

4.4 

10.1 

5.1 

0.0 

3.8 

0 30 60

要介護１～２ ｎ＝115

要介護３～５ ｎ＝158
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問15 主な介護者の方の現在の勤務形態についてお答えください（１つに○） 

 

 

 

※ 「パートタイム」とは、「１週間の所定労働時間が、同一の事業所に雇用される通常の労働者に比べて短い

方」が該当します。いわゆる「アルバイト」、「嘱託」、「契約社員」等の方を含みます。自営業・フリーランス

等の場合も、就労時間・日数等から「フルタイム」・「パートタイム」のいずれかとなります。 

 

主な介護者の現在の勤務形態については、「働いていない」が 56.4％と最も多く、次いで

「フルタイムで働いている」が 21.6％、「パートタイムで働いている」が 18.7％となってい

ます。 

令和４年度と比較すると、「働いていない」が 11.7 ポイント増加し、「パートタイムで働い

ている」が 6.7ポイント減少しています。 

性別でみると、「働いていない」が男性において67.4％、女性においては44.8％と最も多く

なっています。 

要介護度別でみても、「働いていない」が要介護１～２において 49.6％、要介護３～５にお

いては 61.4％と最も多くなっています。 

※0.0％非表示

ｎ＝273

ｎ＝284

男性 ｎ＝138

女性 ｎ＝134

要介護１～２ ｎ＝115

要介護３～５ ｎ＝158

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

21.6 

26.4 

8.7 

35.1 

21.7 

21.5 

18.7 

25.4 

20.3 

17.2 

23.5 

15.2 

56.4 

44.7 

67.4 

44.8 

49.6 

61.4 

0.7 

3.3 

2.8 

3.6 

3.0 

5.2 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで働いている

パートタイムで働いている

働いていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答
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問15で「フルタイムで働いている」または「パートタイムで働いている」と回答した方のみ 

問16 介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしていますか（いくつでも○） 

 

 
 

介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしているかについては、「介護のた

めに、『労働時間を調整（残業免除、短期間勤務、遅出・早帰・中抜け等）』しながら、働い

ている」が 50.9％と最も多く、次いで「特に調整は行っていない」が 24.5％、「介護のため

に、『休暇（年休や介護休暇等）』を取りながら、働いている」が 20.9％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短期間勤務、遅

出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている」が 8.7 ポイント増加し、「介護のために、「休

暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いている」「介護のために、労働時間の調整・休

暇取得・在宅勤務以外の調整をしながら、働いている」が９ポイント以上減少しています。 

（%）

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短期間勤
務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りなが
ら、働いている

介護のために、労働時間の調整・休暇取得・在宅勤務以外
の調整をしながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

特に調整は行っていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

50.9 

20.9 

12.7 

5.5 

24.5 

0.9 

2.7 

42.2 

31.3 

21.8 

6.1 

19.7 

0.0 

2.7 

0 20 40 60

令和７年度 ｎ＝110

令和４年度 ｎ＝147
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【性別・要介護度別】 

 
 

性別でみると、「介護のために、『労働時間を調整（残業免除、短期間勤務、遅出・早帰・

中抜け等）』しながら、働いている」が男性において 62.5％、女性においては 44.3％と最も

多くなっています。 

要介護度別でみても、「介護のために、『労働時間を調整（残業免除、短期間勤務、遅出・

早帰・中抜け等）』しながら、働いている」が要介護１～２において 51.9％、要介護３～５に

おいては 50.0％と最も多くなっています。 

（%） （%）

介護のために、「労働時間を調整（残業免除、短期間勤
務、遅出・早帰・中抜け等）」しながら、働いている

介護のために、「休暇（年休や介護休暇等）」を取りなが
ら、働いている

介護のために、労働時間の調整・休暇取得・在宅勤務以外
の調整をしながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いている

特に調整は行っていない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

性別 要介護度別

62.5 

7.5 

15.0 

0.0 

17.5 

2.5 

5.0 

44.3 

28.6 

11.4 

8.6 

28.6 

0.0 

1.4 

0 40 80

男性 ｎ＝40

女性 ｎ＝70

51.9 

17.3 

17.3 

1.9 

26.9 

0.0 

1.9 

50.0 

24.1 

8.6 

8.6 

22.4 

1.7 

3.4 

0 40 80

要介護１～２ ｎ＝52

要介護３～５ ｎ＝58
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問15で「フルタイムで働いている」または「パートタイムで働いている」と回答した方のみ 

問17 今後も働きながら介護を続けていけそうですか（１つに○） 

 

 
 

今後も働きながら介護を続けていけそうかについては、「問題はあるが、何とか続けていけ

る」が 53.6％と最も多く、次いで「問題なく、続けていける」が 15.5％、「続けていくのは、

やや難しい」「続けていくのは、かなり難しい」がともに 9.1％などとなっています。 

令和４年度と比較すると、「問題なく、続けていける」が 5.3 ポイント増加し、「続けてい

くのは、やや難しい」が 6.5ポイント減少しています。 

性別でみると、「問題はあるが、何とか続けていける」が男性において 60.0％、女性におい

ては 50.0％と最も多くなっています。 

要介護度別でみても、「問題はあるが、何とか続けていける」が要介護１～２において

53.8％、要介護３～５においては 53.4％と最も多くなっています。 

 

※0.0％非表示

ｎ＝110

ｎ＝147

男性 ｎ＝40

女性 ｎ＝70

要介護１～２ ｎ＝52

要介護３～５ ｎ＝58

令和７年度

性
別

要
介
護
度
別

令和４年度

15.5 

10.2 

15.0 

15.7 

17.3 

13.8 

53.6 

53.1 

60.0 

50.0 

53.8 

53.4 

9.1 

15.6 

5.0 

11.4 

9.6 

8.6 

9.1 

10.2 

7.5 

10.0 

9.6 

8.6 

0.9 

0.7 

2.5 

1.7 

11.8 

10.2 

10.0 

12.9 

9.6 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問題なく、続けていける

問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい

続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答
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Ⅳ 資料 調査票 

１．高齢者の生活と意識に関するアンケート調査  
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121 
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２．在宅介護実態調査 
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